
璽目
平成 29年度秋期

基本情報技術者試験
午後問題

13:00~15: 30 (2時間 30分）

注意事項

1. 試験開始及び終了は，監督員の時計が基準です。監督員の指示に従ってください。

2. 試験開始の合図があるまで，問題冊子を開いて中を見てはいけません。

3. 答案用紙への受験番号などの記入は，試験開始の合図があってから始めてください。

4. 問題は，次の表に従って解答してください。

問 1

必須

問2～問 7

4問選択

問8 1 問9～問 13

必須 1問選択

5. 答案用紙の記入に当たっては，次の指示に従ってください。

(1)答案用紙は光学式読取リ装置で読み取った上で採点しますので， B又は HBの黒

鉛筆で答案用紙のマークの記入方法のとおリマークしてください。マークの濃度

がうすいなど，マークの記入方法のとおり正しくマークされていない場合は読み

取れません。特にシャープペンシルを使用する際には，マークの濃度に十分注意し

てください。訂正の場合は，あとが残らないように消しゴムできれいに消し，消し

くずを残さないでください。

(2)受験番号欄に受験番号を，生年月日欄に受験票の生年月日 を記入及びマークし

てください。答案用紙のマークの記入方法のとおリ記入及びマークされていない

場合は，採点されないことがあリます。生年月日欄については，受験票の生年月

日を訂正した場合でも，訂正前の生年月日を記 〔問3,問4, 問6, 問7, 問9を

入及びマークしてください゜ 選択した場合の例〕
(3) 選択した問題については，次の例に従って， 選

択欄の問題番号の項しをマークしてください。

答案用紙のマークの記入方法のとおリマークされ

ていない場合は，採点されません。問 2～問 7に

ついて 5問以上マークした場合は，はじめの 4問

を採点します。問 9～問 13について 2問以上マ

ーク した場合は，はじめの 1問を採点します。

(4) 解答は，次の例題にならって， 解答欄にマークしてください。答案用紙のマー

クの記入方法のとおリマークされていない場合は，採点されません。

〔例題〕 次の I Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

秋の情報処理技術者試験は， Ia |月に実施される。

解答群 ア 8 イ 9 ウ 10 エ 11

正しい答えは“ウ 10"ですから，次のよ うにマークしてください。

I 例題 卜 1 ⑦召〉 •~ ⑤①⑤①⑦⑦⑤ |
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裏表紙の注意事項も，

必ず読んでください。 - 1 -
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表
平成 29年 10月 15日実施

基本情報技術者試験午後問題

問題
誤 正 訂正の内容ページ

番号
fノ丁ー

得意先は，入金迄買上げ前に
上から 入金は，買上げ前に行うことが

も，買上げ後にも行うことがで 下線部分を訂正する。22 5 
5行目 できる。

きる。
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SSHによる通信

●問 2～問 7(6問中 4問選択）. - .- - --・. 

問題
出題分野 テーマ

番号

問2 ソフトウェア プロセスの排他制御

問3 データベース 会員制通信販売事業者における会員販売データ管理

問4 ネットワーク
コールセンタ設備の構成案及び必要となるオペレータ

数の検討

問5 ソフトウェア設計 買上げ ・入金管理システムを用いた月次集計処理

問6 サービスマネジメント
情報システム運用サービスの予算策定と提示価格の計

算

問7 システム戦略 購買管理システムの導入による業務改善効果

．）問 8（必須問題）

問題

番号
出題分野 テーマ

問8Iデータ構造及びアルゴリズム 文字列の誤りの検出

●9問 9～問 13(5問中 1問選択）

問題
出題分野 テーマ

番号

問9 ソフトウェア開発（C) 回文の探索と表示

問10ソフトウェア開発 (COBOL) 駐車場の自動精算システム

問 11 ソフトウェア開発 (Java) 文字列の整列

問 12 ソフトウェア開発（アセンプラ） ビット列の検索 ・置換

問13ソフトウェア開発（表計算） サーバのアクセスログの分析
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共通に使用される擬似言語の記述形式

擬似言語を使用した問題では，各問題文中に注記がない限り，次の記述形式が適用さ

れているものとする。

（宣言，注釈及び処理〕

記述形式 説明

゜
手続，変数などの名前，型などを宣言する。

／＊文＊／ 文に注釈を記述する。

・変数 ← 式 変数に式の値を代入する。

・手続（引数， ．．．） 手続を呼び出し，引数を受け渡す。

： 条件式 単岐選択処理を示す。

処理 条件式が真のときは処理を実行する。

言
式理 1

双岐選択処理を示す。

条件式が真のときは処理 1を実行し，偽のと

きは処理2を実行する。

処
理 2

I 
条件式 前判定繰返し処理を示す。

理 処理 条件式が真の間，処理を繰り返し実行する。

後判定繰返し処理を示す。

I 処理 処理を実行し，条件式が真の間，処理を繰リ

条件式 返し実行する。

： 変数：初期値，条件式，増分 繰返し処理を示す。

処理 開始時点で変数に初期値（式で与えられる）

が格納され，条件式が真の間，処理を繰リ返

す。また，繰リ返すごとに，変数に増分（式

で与えられる）を加える。
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〔演算子と優先順位〕

演算の種類 演算子 優先順位

項演算 +, -, not 高

除演算 x, +, % 

iJ減演算 +, -

単

乗

力

関

諭

諭

係演算 >, <,三,二,=, # 

理積 and 

理和 or 低
----' 
注記 整数同士の除算では，整数の商を結果として返す。％演算子は，剰余算を表す。

〔論理型の定数〕

true, false 
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次の問 1は必須問題です。必ず解答してください。

問 1 SSHによる通信に関する次の記述を読んで，設問 1~4に答えよ。

SSHは遠隔ログインのための通信プロトコル及びソフトウェアであり，通信デー

タの盗聴対策や，通信相手のなリすましを防ぐ仕組みを備えている。 SSHでは，サ

ーバにログインしてデータをやリ取リする通信（以下，ログインセッションという）

に先立って，安全な通信経路の確立と利用者認証を行う必要がある。安全な通信経路

の確立，利用者認証及びログインセッションを合わせて SSHセッションと呼ぶ。そ

の流れを，図 1に示す。

SSHセッション開始 SSHセッション終了

SSHセッション

安全な通信経路の確立 利用者認証 1 ログインセッション

時間

図1 SSHセッションの流れ

〔安全な通信経路の確立の概要〕

安全な通信経路の確立は，次のようにして行う。

(1) クライアントがサーバにアクセスする。

(2) サーバとクライアントが，SSHセッションで使用する暗号アルゴリズムについ

て合意する。

(3) サーバとクライアントが，通信データの暗号化に使用するセッション鍵と，他

のSSHセッションと区別するためのセッション識別子について合意する。

(4) ①クライアントがサーバ認証を行う。サーバ認証では，クライアントがあらか

じめ入手して正当性を確認しておいた1 a |を用い，サーバによるセッショ

ン識別子へのディジタル署名が正しいかどうかを検証する。

(5) 合意した暗号アルゴリズムとセッション鍵を用いて，②共通鍵暗号方式による

通信データの暗号化を開始する。これ以降の通信は，全て暗号化される。
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〔利用者認証の概要〕

クライアントからサーバヘのログインでは，サーバは利用者認証を行う。 SSHの

利用者認証の方式には，デイジタル署名を用いる‘‘公開鍵認証”とバスワードを用い

る“パスワード認証’'がある。

“公開鍵認証’'では，クライアントの公開鍵を事前にサーバに登録しておき，この

登録されている公開鍵に対応する秘密鍵をクライアントがもっていることをサーバが

確認する。この確認では，クライアントがセッション識別子などに対するデイジタル

署名をサーバに送信し，サーバが1 b |を用いてデイジタル署名を検証する。

“パスワード認証’'では，クライアントが利用者 IDとパスワードを送信し，サー

バは受け取ったパスワードが当該利用者のパスワードと一致していることを検証する。

なお，③“パスワード認証’'は，“公開鍵認証”に比べて，安全性が低いと考えら

れている。

設問 1 本文中の［~解答群の中から選べ。

a, bに関する解答群

ア 安全な通信経路の確立時に合意したセッション鍵

イ クライアントの公開鍵

ウ クライアントの秘密鍵

エ サーバの公開鍵

オ サーバの秘密鍵
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設問 2 本文中の下線①によって防ぐことができる攻撃として適切な答えを，解答群

の中から選ぺ。

解答群

ア DoS攻撃

ウ クロスサイトスクリプティング

オ 中間者攻撃

イ SQLインジェクション

工総当たリ攻撃

設問3 本文中の下線②について，通信データの暗号化に公開鍵暗号方式ではなく共

通鍵暗号方式を用いる理由として適切な答えを， 解答群の中から選べ。

解答群

ア 共通鍵暗号方式は，公開鍵暗号方式よリも暗号処理が高速である。

イ 共通鍵暗号方式は，公開鍵暗号方式よりも解読に時間が掛かる。

ウ 共通鍵暗号方式は，公開鍵暗号方式よりも鍵の再利用が容易である。

工 共通鍵暗号方式は，公開鍵暗号方式よリも鍵の配布が容易である。

設問4 本文中の下線③のように考えられている理由として適切な答えを， 解答群の

中から選べ。

解答群

ア ‘‘パスワード認証’'では，サーバが攻撃者に乗っ取られていた場合，送信したパ

スワードを攻撃者に取得されてしまう。

イ ‘‘バスワード認証”では，正当なサーバとは異なるサーバに接続させられてしま

っても利用者が気づけない。

ウ “パスワー ド認証”では，パスワー ドだけを用いるが，“公開鍵認証”では，バ

スワードの他にディジタル署名も用いる。

工 “パスワー ド認証’'では，利用者のパスワードが平文でネットワーク上を流れる

ので，盗聴されるとパスワードを取得されてしまう。
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問2 プロセスの排他制御に関する次の記述を読んで，設問 1~3に答えよ。

単一の CPUと，プロセス間で共有するデータ （以下，共有データという）を格納

するためのメモリ（以下，共有メモリという）をもつコンピュータ X において，並

行に実行される複数のプロセスが，共有データを更新する場合を考える。

二つのプロセスp1,p2が共有データyを更新する際には，図 1に示す更新処理 1,

更新処理 2を，それぞれ①～③の順番に行う。

コンピュータ X

プロセスpl
「― -------_7

I （更新処理1) I 

l ①共有データyの値 l

： の読込み ？ 
l ②読み込んだ値の I 

l 更新 l 

l ③共有データyへの l
I 
l 更新結果の書出し l

I I 
- - - - - - - - - -」

共有メモリ

プロセスp2

「---------1
l 【更新処理2] I 

I ①共有データyの値 l

1 の読込み ： 
I ②読み込んだ値の I 

l 更新 l 

l攣共有データyへの ：
l 更新結果の書出し l

I I 
- - - - - - - - - - 」

注記 ‘‘~は共有データyへのアクセス（読込み又は書出し）を表す。

図 1 二つのプロセスが共有データに対して更新処理を行う例

設問 1 図 1に示すプロセスplの更新処理 1とプロセスp2の更新処理 2が，次のとお

りに共有データyを更新する場合を考える。

（更新処理 l]:共有データyの値を 30増加させる。

（更新処理2]:共有データyの値を 50減少させる。
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二つのプロセスpl,p2の実行前の共有データyの値が 100であリ，共有デー

夕yに対して排他制御を行わずに，プロセスplが更新処理 1を，プロセスp2が

更新処理 2を並行して各 1回だけ行った。結果として，共有データyが取り得な

い値を，解答群の中から選べ。

解答群

ア 50 イ 80 ウ 100 エ 130

設問2 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

共有データに対して排他制御を行う仕組みとして，セマフォ変数を利用する

方法を考える。セマフォ変数は，対応する共有データが，解放されている状態

を示す 1，又はいずれかのプロセスに確保されている状態を示す 0の値をもつ。

セマフォ変数の値は，p操作と V操作で変更する。共有データyに対応するセマ

フォ変数 Sを利用したプロセスp3,p4が共有データyを更新する際の動作を，

図 2に示す。

プロセスp3

p操作 ←ー←一
「―------1 

l （更新処理1]←l
~ - - ----- 」

／ 

v操作ヽ

コンピュータX

共有メモリ プロセスp4

-7―.... P操作
「―― -----1 

（更新処理2】 1 
- - - - - _ _ _」
ヽ
ヽ v操作

注記 ‘‘←―→’'は共有データyへのアクセスを表す。

“←ージ＇はセマフォ変数Sへの操作を表す。

更新処理 1と更新処理2は，図1と同じ処理である。

図 2 セマフォ変数 Sを利用した更新処理
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図2において，共有データyに対して排他制御をした上で，更新処理を行うた

めに，プロセスp3は，p操作，更新処理 1,V操作の順に処理を行い，プロセス

p4は，p操作，更新処理 2,V操作の順に処理を行う。 P操作は,| a |。

v操作は,| b |。ここで，p操作と V操作は，それぞれ実行中の中断は

ないものとする。ただし，プロセスが待ち状態になれば， CPUは別のプロセス

を実行させるものとする。

aに関する解答群

ア セマフォ変数 Sの値が0であれば 1に変更し，終了する。1であれば 0になるま

で待った後 1に変更して終了する

イ セマフォ変数 Sの値が 0であれば 1に変更し，終了する。 1であれば何もせずに

終了する

ウ セマフォ変数 Sの値が 1であれば 0に変更し，終了する。 0であれば 1になるま

で待った後 0に変更して終了する

工 セマフォ変数 Sの値が 1であれば 0に変更し，終了する。0であれば何もせずに

終了する

bに関する解答群

ア セマフォ変数Sの値が0であれば 1になるまで待った後，終了する

イ セマフォ変数Sの値が1であれば0になるまで待った後，終了する

ウ セマフォ変数Sの値を 0にして終了する

工 セマフォ変数Sの値を 1にして終了する

-10-



設問3 プロセスp5,p6が更新する二つの共有データyl,y2があり，それぞれに異な

るセマフォ変数を対応させて，個別に確保と解放ができるようにした場合を考え

る。共有データylに対してセマフォ変数 Slを，共有データy2に対してセマフ

ォ変数 S2を用いて排他制御を行う。プロセスp5が，次の順序で共有データyl,

y2に対する確保と解放を行うとき，プロセスp6が，共有データyl,y2に対す

る確保と解放を行う順序によってはデッドロックが発生する可能性がある。デッ

ドロックが発生する可能性がある，プロセスp6の共有データyl,y2に対する確

保と解放の順序を，解答群の中から選べ。

解答群

［プロセスp5の共有データに対する確保と解放の順序］

ylの確保，y2の確保，y2の解放，ylの解放

ア ylの確保，ylの解放，y2の確保，y2の解放

イ ylの確保，y2の確保，ylの解放，y2の解放

ウ ylの確保，y2の確保，y2の解放，ylの解放

工 y2の確保，ylの確保，ylの解放，y2の解放

オ y2の確保，y2の解放，ylの確保，ylの解放
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ロ：：。た問題は，選択欄の国をマークしてください。マークがない場合は，採点さ

＝ 

問3 会員制通信販売事業者における会員販売データ管理に関する次の記述を読んで，設

問1~4に答えよ。

清涼飲料水の会員制通信販売事業を運営する D社では，販売促進と商品管理の効

率化を目的に会員情報や販売情報を管理するシステム（以下，販売管理システムとい

う）を， 事業開始当初から導入している。注文の受付は電話応対で行い，電話の受付

時間は8時から 20時までである。

販売管理システムで利用するデータベースの表構成とデータ格納例を，図 1に示す。

下線付きの項目は主キーである。

会員表

会員番号 氏名 生年 電話番号 郵便番号 住所

K20001 山田太郎 1960 03-3811-XXXX 112-0003 東京都文京区…

K20002 中村二郎 1953 03-3235-YYYY 160-0022 東京都新宿区…

販売表

伝票番号 販売日 会員番号 販売額

D0000001 2016-10-02 K20002 4200 

D0000002 2016-10-02 K40027 2000 

D0000003 2016-10-02 K20004 12700 

販売明細表 商品表

伝票番号 商品番号 個数 商品番号 分類 商品名 単価

D0000001 SlOOOOOl 30 S1000001 コーヒー プラ ックコーヒー200mL 100 

D0000001 S1000002 10 S1000002 コーヒー エスプレッソ 200mL 120 

D0000002 S3000001 1 S3000001 ジュース リンゴジュースlL12本 2000 

図 1 販売管理システムで利用するデータベースの表構成とデータ格納例
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設問 1 販売促進のために，コーヒーの新商品案内のはがきを送ることになった。その

際，購入しそうな会員に効率よく案内するために， 2016年の 1月 1日から 12月

31日までの 1年間において，分類がコーヒーである商品を 5回以上購入し，か

つ，その購入額の合計が 10,000円以上である会員の氏名，郵便番号，住所を抽

出することにした。ここで， 1回の購入は販売明細表の 1行に該当するものとす

る。次の SQL文のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

SELECT会員表．氏名，会員表郵便番号，会員表．住所

FROM会員表 WHERE会員表．会員番号 IN

(SELECT販売表．会員番号

FROM販売表，販売明細表，商品表

WHERE販売表．伝票番号＝販売明細表．伝票番号 AND

商品表．商品番号＝販売明細表商品番号 ［口］□□])
aに関する解答群

ア AND販売表．販売日〉＝ ’2016-01-01'AND販売表．販売日 <='2016-12-31'

AND商品表．分類＝＇コーヒー'

AND商品表単価＊販売明細表．個数＞＝ 10000

GROUP BY販売表．会員番号

HAVING COUNT(*) >= 5 

イ AND販売表．販売日＞＝ ’2016-01-01'AND販売表．販売日 <='2016-12-31'

AND商品表．分類＝’コーヒー'

GROUP BY販売表．会員番号

HAVING SUM（商品表．単価＊販売明細表．個数） ＞＝ 10000 

AND COUNT(*)>= 5 

ウ AND販売表．販売日＞＝’2016-01-01' AND販売表．販売日 <='2016-12-31'

GROUP BY販売表．会員番号

HAVING商品表．分類＝’コーヒー'

AND SUM（商品表．単価＊販売明細表．個数） ＞＝ 10000 

AND COUNT(*)>= 5 

工 GROUP BY販売表．会員番号

HAVING販売表．販売日＞＝＇ 2016-01-01'AND販売表．販売日 <='2016-12-31'

AND商品表．分類＝ ’コーヒー'

AND SUM（販売表．販売額） ＞＝ 10000 

AND COUNT(*)〉=5 
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設問2 商品表の単価を何回でも変更できるようにする。併せて，販売時点の単価が分

かるように，販売明細表の項目として販売時点の単価を追加することにした。変

更した販売明細表の表構成を，図 2に示す。商品表の単価の変更は，当日の受付

時間前に行う。販売時点の単価の追加によって得ることができる情報として最も

適切な答えを，解答群の中から選べ。

販売明細表□ | 商品番号 個数 販売時単価

図2 変更した販売明細表の表構成

解答群

ア ある時ある商品をある会員が購入した単価と，その直後に変更された単価と

の価格差

イ 実際に購入された商品の，販売時点の単価の変遷

ウ 全ての商品の，単価の変遷

工 全ての商品の，直近の単価変更日の前日における単価
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設問3 商品表の単価を変更できるようにした後の販売状況を把握するために， 2017

年の 1月 1日から 6月 30日までの半年間を対象に，商品表の分類別の販売額の

合計（合計販売額）を会員の年齢ごとに求めて，出力したい。年齢は 2017から

生年を引いた値とする。次の SQL文の［ここここ］に入れる正しい答えを，解答

群の中から選べ。ここで， bl~b3に入れる答えは， bに関する解答群の中から

組合せとして正しいものを選ぶものとする。

SELECT年齢，分類，［二旦こコ AS合計販売額

FROM 

(SELECT 2017 ー会員表生年 AS 年齢商品表分類，「―証―~
FROM会員表，販売表，販売明細表，商品表

WHERE会員表．会員番号＝販売表．会員番号 AND

) FACTTB 

販売表．伝票番号 ＝販売明細表．伝票番号 AND

販売明細表．商品番号＝商品表．商品番号 AND

販売表．販売日＞＝ ’2017-01-01'AND

販売表販売日 <='2017-06-30'

GROUP BY|□ 
ORDER BY年齢 ASC, 合計販売額 DESC

bに関する解答群

bl b2 b3 

ア SUM（単価＊個数） 商品表．単価，販売明細表．個数 年齢，分類

イ SUM（単価＊個数） 商品表．単価，販売明細表．個数 年齢，分類，合計販売額

ウ SUM（販売額） 販売表．販売額 年齢，分類

工 SUM（販売額） 販売表．販売額 年齢，分類，合計販売額

才 SUM（販売時単価＊個数） 販売明細表．販売時単価，販売明細表．個数 年齢，分類

力 SUM（販売時単価＊個数） 販売明細表．販売時単価，販売明細表．個数 年齢，分類， 合計販売額
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設問4 入荷情報を管理するシステム（以下，入荷管理システムという）を販売管理シ

ステムと同時に運用開始している。入荷管理システムで利用するデータベース

の表構成を図 3に示す。

ビュー入荷集計表は運用開始から現在までの入荷数の総数を表示する。さら

に販売総数を把握するためにビュー販売集計表を，最新の在庫数を把握するた

めにビュー在庫表を作成する。ビュー在庫表は一度でも入荷した商品は在庫数

ゼロでも表示する仕様である。データベースに追加する表の構成を，図 4に示

す。

次の記述中のI_____ |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。ここ

で， clとc2に入れる答えは， cに関する解答群の中から組合せとして正しいも

のを選ぶものとする。

図 1～図 3の表を用いて，図 4のピュー販売集計表を作成するための必要最小

限の表の数は| c1 |である。図 4のビュー在庫表は，ビュー販売集計表を

用いて作成する。このとき，ビュー在庫表を作成するための必要最小限の表の

数は，ビュー販売集計表も含めて| c2 |である。

入荷表 ビュー入荷集計表

入荷番号 1商品番号 1 入荷日 1 入荷数 I ~ 入荷総数

図3 入荷管理システムで利用するデータベースの表構成

ピュー販売集計表 ピュー在庫表

商品番号 「］る五｀□ | 商品番号 1 在庫数

圏4 入荷管理システムのデータベースに追加する表の構成

cに関する解答群

cl c2 

ア 1 2 

イ 1 3 

ウ 2 2 

工 2 3 
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選択した問題は，選択欄のり国）をマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問4 コールセンタ設備の構成案及び必要となるオペレータ数の検討に関する次の記述を

読んで，設問 1,2に答えよ。

x社のコールセンタでは，顧客からの問合せの電話に対して 30人のオペレータで

処理を行っているが，‘‘電話で待たされる＂という顧客からの意見が多く寄せられて

いる。この度，顧客が電話で待たされる時間の短縮を目的に，既存のコールセンタの

設備とオペレータ数を見直すことにした。検討の要件とコールセンタ設備の構成案は，

次のとおりである。

〔検討の要件〕

(1) コールセンタでは， IPをベースにして拡張が可能な VoIP(Voice over Internet 

Protocol)を採用する。

(2) コールセンタに着信があってからオペレータと通話を開始できるまでの平均待

ち時間を，問合せが最も多い時間帯（以下，ピーク時という）においても， 20秒

以下になるようにオペレータを増員する。

〔コールセンタ設備の構成案〕

VoIPサーバ群は，顧客情報サーバ，コールサーバ及び着信分配情報サーバで構成

する。オペレータ席には，それぞれ電話端末と PCを設置する。 VoIPサーバ群と，音

声ゲートウェイ及びオペレータ席との間はレイヤ 3スイッチで接続する。
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コールセンタ設備の構成案を，図 1に示す。

コールセンタ

『―殴IE梵：：2ざ群----------------------

［ご言□］一二］
レイヤ3スイッチ

オペレータ席
i三区］i~---------------' 

オペレータ席

音声ゲートウェイ

こ ・・・
図 1 コールセンタ設備の構成案

顧客情報サーバは，過去の問合せ内容の検索や，顧客とのやリ取リを記録するため

に利用される。コールサーバは VoIPの制御を行い，音声ゲートウェイから電話の接

続要求があると，オペレータ席にある電話端末と PCの状態（以下，オペレータ席の

状態という）を管理している着信分配情報サーバに問い合わせて，接続要求待ちのオ

ペレータ席の電話端末へ接続する。オペレータ席の状態には，接続要求待ち，通話中

及び結果記録中の状態があり，着信分配情報サーバは各オペレータ席がどの状態にあ

るかを認識している。

顧客からの通話要求をオペレータ席の電話端末に接続するシーケンスを，図 2に示

す。
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三I 
I 

I 
I 
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接続先状況確認 l

接続先
端末決定

接続要求

． 接続応答
r::・・・・・・''・・・・・・・・・・・・・

接続応答……．」
I 
I 

レ

ー

ー

_

_

 1ー

1
V1

1
ー

ー

1

l 
I 

I 

l 

接続応答 l ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・, 

I 

I 
I 
I 

二
， 

く ・・・・・・ ・・

xxxxオプジェクト（インスタンス）

要求メッセージ

応答メッセージ

図 2 顧客からの通話要求をオペレータ席の電話端末に接続するシーケンス

設問 1 図 2中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

al~a3に入れる答えは， aに関する解答群の中から組合せとして正しいものを

ここで， 

選ぶものとする。

aに関する解答群

al a2 a3 

ア 音声ゲー トウェイ コールサーバ 顧客情報サーバ

イ 音声ゲートウ ェイ コールサーバ 着信分配情報サーバ

ウ コールサーバ 音声ゲートウェイ 着信分配情報サーバ

工 着信分配情報サーバ 音声ゲートウェイ 顧客情報サーバ

才 着信分配情報サーバ コールサーバ 顧客情報サーバ
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設開2 次の記述中の「三ー一三に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

〔オペレータ席の状態と問合せの処理件数及び処理時間〕

接続要求待ちの状態にあるオペレータ席の電話端末に接続要求があると，オペレ

ータが顧客と通話を開始することによって通話中の状態になる。通話が終了すると

結果記録中の状態となリ，オペレータは PCから顧客情報サーバに，その結果の記

録を行う。結果の記録が完了すると，接続要求待ちの状態に戻る。

x社のコールセンタが想定する問合せの処理件数及び平均処理時間を表 1に示す。

1人のオペレータが 1回の問合せに応対する通話時間と，結果記録時間の合計を処

理時間とする。想定する平均処理時間は| b -7分であり，コールセンタのピ

ーク時における平均着信間隔は-~秒となる。

表 1 想定する問合せの処理件数及び平均処理時間

ピーク時の着信件数（件／時）

平均通話時間（分／件）

平均結果記録時間（分／件）

6
0
-
4
-
2
 

3
 

〔必要なオペレータ数の検討〕

コールセンタに顧客からの着信があってから，オペレータと通話を開始できるま

での平均待ち時間の算出には，待ち行列理論を使う。窓口数 sのM/M/sモデルに

表 1の条件を適用すると，オペレータ数と平均待ち行列長の関係は，表 2のように

なることが分かっている。

表 2 オペレータ数と平均待ち行列長の関係

オペレータ数（人） 平均待ち行列長

40 3.704 

41 2.304 

42 1.474 

43 0.957 

44 0.626 
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平均到着率（平均着信間隔の逆数）を入とすると，平均待ち行列長 Lと平均待

ち時間 Wとの間には，次のリトルの公式が成立する。

入XW=L

リトルの公式と表 2を用いると，ピーク時の平均待ち時間を 20秒以下にするた

めに必要なオペレータ数は最少| d |人となる。ここで，接続要求待ちの状

態にあるオペレータ席が一つ以上ある場合に，コールセンタに顧客からの着信があ

ってからオペレータ席の電話端末に接続要求を行うまでの時間と，オペレータが接

続応答を行ってから顧客と通話を開始できるまでの時間は，無視できるほど短いも

のとする。

b, Cに関する解答群

ア 3 イ 4

力 8

dに関する解答群

ア 40

キ，

イ 41

ウ 5

ク 10

ウ 42
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問5 買上げ・入金管理システムを用いた月次集計処理に関する次の記述を読んで，設問

1, 2に答えよ。

E社は， 10年以上の取引実績がある得意先とは，双方が合意した上で，得意先の

買上げに対する支払を，1回の入金で行うことも，複数回の入金で行うことも許容し

た取引を行っている。入金は，買上げ前に行うことができる。 E社の担当者は，得意

先の買上げ及び入金が発生するたびに，買上げ ・入金管理システムに記録している。

毎月の最終営業日の取引終了後に，買上げ・入金管理システムを用いて月次集計処理

を行っている。月次集計処理の概要は次のとおりである。

［月次集計処理の概要〕

月次集計処理は月間買上げ額確定処理と消込み処理から成り，月間買上げ額確定処

理の終了後に消込み処理を行う。

月間買上げ額確定処理は，得意先ごとに当月 1か月分の買上げ金額を合計して，当

月の買上げの合計額（以下，月間買上げ額という）を確定させる処理である。

消込み処理は，充当が完了していない月間買上げ額に対して，得意先からの入金を

充当していく処理である。

E社の得意先との取引では，過去の月間買上げ額に対する充当が完了していない場

合や，逆に得意先から入金された金額が，全ては月間買上げ額に充当されずに残って

いる場合がある。したがって，消込み処理では，充当が完了していない月間買上げ額

に対して，買上げ年月の古い順に，まだ入金額の全てを充当しきれていない入金を，

入金日が古い順に充当していく。
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（買上げ ・入金管理システムのデータベース〕

買上げ・入金管理システムでは，関係データベースの表で必要なデータを管理して

いる。関係データベースの E-R図を図 1に，各表の説明を表 1に，主な表の属性の

説明を表2に示す。

』

]
』

入金

入金番号

得意先ID

入金額

入金日

充当額

商品

商品コード

商品名

単価

月間買上げ

月間買上げ番号

得意先ID

買上げ年月

月間買上げ額

消込額

得意先

得意先ID

得意先名

住所

電話番号

買上げ明細

買上げ伝票番号

明細番号

商品コード

数凪

買上げ金額買上げ

買上げ伝票番号

買上げ日

得意先ID

月間買上げ番号

図 1 関係データベースの E-R図

疇

』

属性名の実線の下線は，

主キーを示す。

➔: 1対多

表 1 各表の説明

表名 管理する情報

得意先 得意先の情報

商品 E社が取リ扱う商品の情報

買上げ 1伝票単位の買上げ情報

買上げ明細 1伝票を構成する商品単位の買上げ情報

月間買上げ
得意先の月間買上げ額と，月間買上げ額に対して充当された金額

（消込額）に関する情報

入金
得意先からの入金額と，その入金を月間買上げ額に充当した金額

（充当額）に関する情報

消込
ある入金からある月間買上げに対して，充当した金額（消込充当

額）の情報

遍

名
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表 2 主な表の属性の説明

表名 属性名 説明

月問買上げ 月間買上げ額 ある得意先の，ある年月 1か月分の買上げ金額

消込額 月間買上げ額のうち，既に充当された金額

入金 入金額 ある得意先から入金された金額

充当額 入金額のうち，月間買上げに既に充当した金額

消込 消込充当額 ある入金からある月間買上げに対して，消込み処理で充当した金額

設問 1 図 1中のI Iに入れる属性の組みとして適切な答えを，解答群の中か

ら選べ。

aに関する解答群

ア消込番号 イ 消込番号 ウ得意先 ID

月間買上げ番号 入金番号 消込番号

工得意先 ID オ得意先ID カ入金番号

月間買上げ番号 入金番号 月間買上げ番号

設問2 図 2は，消込み処理の流れ図である。次の記述及び図 2中のI |に入

れる適切な答えを，解答群の中から選べ。

図2中の a の部分では，入金表から| b |の条件を満たすレコードを，

得意先 1Dの昇順，入金日の昇順に整列して取得する。消込み①の繰返し処理で

は，取得したレコードを順に処理する。 B の部分では，消込み①の繰返しで処

理中のレコー ドの得意先 1Dと同じ得意先 1Dをもつ月間買上げ表のレコードの

うち 9 | c |の条件を満たすレコードを 9 |_i __ |に整列して取得する。

消込み②の繰返し処理では，取得したレコードを順に処理する。

-24-



開始

・入鐸から＇ ［ここ：~の条件を満たすレコードを整列
して取得する “ 

・aで取得したレコードのうち先頭のものを［入金］とする

消込み①
［入金］がない

• 月間買J::げ表から，［入金］．得意先IDと同じ得意先IDをも

ち， にニコ の条件を満たすレコードを整列して取

得する
B
 

• f3で取得したレコードのうち先頭のものを［月間買上げ］とす
る

・変数1← e
 

消込み②
［月間買上げ］がない

・変数2← 

No 

・［月間買上げ］．消込額←［月間買上げ］月間買上げ額
・［月間買上げ］で月間買上げ表を更新する
・［入金］．充当額← ［入金］．充当額＋変数2

・［入金］で入金表を更新する
・消込表に，変数2の値を消込充当額として，消込みに使用し
た入金と月間買上げの情報をもつレコードを登録する

・変数1←変数1ー変数2

・［月間買上げ］．消込額←［月間買上け］．消込額＋変数1
・［月間買上げ］で月間買上げ表を更新する
・［入金］．充当額← ［入金］．入金額
・［入金］で入金表を更新する
・消込表に，変数1の値を消込充当額として，消込みに
使用した入金と月間買上げの情報をもつレコードを
登録する

• /3で取得したレコードのうち次のものを［月間買上げ］とする

消込み②

・aで取得したレコードのうち次のものを［入金］とする

消込み①

終了

注記 ‘、[X]"という記述でX表の処理中のレコー ドを表し， 、ヽ[X).Y"という記述でX表の処理中のレコードの属性Yを表す。

図2 消込み処理の流れ図
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bに関する解答群

ア 入金額＝充当額

イ 入金額＞充当額

ウ 入金額＜充当額

工充当額＝ 0

cに関する解答群

ア 月間買上げ額＞ O

イ 月間買上げ額＞消込額

ウ消込額＝ 0

工 消 込 額 ＞ O

オ 消込額＝月間買上げ額

力 消込額＞月間買上げ額

dに関する解答群

ア 買上げ年月の降順

工 月間買上げ額の昇順

e, fに関する解答群

イ 買上げ年月の昇順

オ得意先IDの昇順

ア ［月間買上げ］月間買上げ額＋ ［月間買上げ］．消込額

イ ［月間買上げ］．月間買上げ額 ー［月間買上げ］．消込額

ウ ［月間買上げ］．消込額ー［月間買上げ］．月間買上げ額

工 ［入金］．入金額＋ ［入金］．充当額

オ ［入金］．入金額 ー［入金］．充当額

カ ［入金］．充当額 ー［入金］．入金額
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選択した問題は，選択欄の遺①をマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問6 情報システム運用サービスの予算策定と提示価格の計算に関する次の記述を読んで，

設問 1~3に答えよ。

A社は，顧客である B社に対して，情報システムの運用サービス（以下， B社サー

ビスという）を提供している。 A社の運用サービス部では， B社サービスの提供に必

要な次年度の費用を見積もり，見積もった費用（以下，予算という）を営業部に提出

している。毎年度，営業部では，運用サーピス部で作成した予算を基に，所定の利益

率が維持できるように B社サービスの提示価格を算出して B社と交渉している。近

年は， B社から価格を下げるよう要求されることが多くなってきている。

B社サービスに関する 2015~2017年度の 3年度分の予算と実際に掛かった費用

（以下，実績という）は，表 1のとおりである。ただし，2017年度の実績は見込み

であるが，ここでは実績と呼ぶ。

表 1 B社サービスに関する 2015~2017年度の 3年度分の予算と実績

単位 千円

2015年度 2016年度 2017年度
喪目

予算 実績 予算 実絞 予算 実絞

人件費 3,000 3,500 2,800 3,000 4,000 4,400 

サーバ費 1,200 1,250 1,250 1,400 1,400 1,250 

PC袈 500 500 500 500 640 640 

ネットワーク費 200 220 250 240 250 250 

その他経費 1,000 1,200 1,000 1,100 1,000 1,000 

合計 5,900 6,670 5,800 6,240 7,290 7,540 

設問 1 運用サービス部では， B社サービスに関する 2018年度の予算を作成するに当

たって，表 1を用いて 2015~2017年度の 3年度分の予算と実績に関する傾向を

分析した。正しい答えを，解答群の中から選べ。
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解答群

ア 人件費の実績は， 3年度とも，各年度の実績の合計の過半を占めている。

イ サーバ費の実績は， 2年度連続で上がっている。

ウ PC費の実績は，2016年度の前年度に対する増分よりも， 2017年度の前年度に

対する増分の方が小さい。

エ ネットワーク費の予算は 2年度連続で下がっているが，ネットワーク費の実績は

2年度連続で上がっている。

オ その他経費は，各費目中で，予算も実績も 2015年度は 2番目に大きい費目であ

ったが，2017年度は3番目に大きい費目となっている。

カ 各費目の実績の合計は， 3年度とも，各費目の予算の合計を上回っている。

設問2 B社サービスに関する 2018年度の予算についての次の記述中のI |に

入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

運用サービス部では， B社サービスに関する 2018年度の予算を次のとおり作

成した。

(1) 人件費の予算は， 2016年度の人件費の実績と同じとする。

(2) サーバ賀の予算は， 2015~2017年度のサーバ費の実績の平均とする。

(3) PC費の予算は， 2017年度の PC費の実績と同じとする。

(4) ネットワーク費の予算は，ネットワーク費の実績を用いて， 2016年度に対

する 2017年度の増分を 2017年度の実績に加えたものとする。

(5) その他経費の予算は， 2015~2017年度のその他経費の実績の平均とする。

運用サービス部で作成した B社サービスに関する 2018年度の予算を，表 2に

示す。
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表 2 B社サービスに関する 2018年度の予算

単位千円

費目 予算

人件費

サーバ費 1,300 

PC費

ネットワーク費 l a l 
その他経費 1,100 

合計 6,300 

注記 網掛けの部分は表示していない。

2018年度の各賀目の予算が予算の合計に占める割合を，2017年度の各費目の

実績が実績の合計に占める割合と比較すると,| b |。

aに関する解答群

ア 220 イ 230 ウ 240 エ 250 オ 260 カ 270

bに関する解答群

ア サーバ費の割合とその他経貴の割合が上がって，それら以外の賀目の割合が下が

っている

イ サーバ費の割合とその他経費の割合が下がって， それら以外の費目の割合が上が

っている

ウ 人件費の割合が上がって，それ以外の費目の割合が下がっている

工 人件費の割合が下がって，それ以外の費目の割合が上がっている

才 人件費の割合とサーバ賓の割合が上がって，それら以外の費目の割合が下がって

いる

カ 人件費の割合とサーバ数の割合が下がって，それら以外の費目の割合が上がって

いる
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設問3 2018年度の提示価格に関する次の記述中のI Iに入れる適切な答えを，

解答群の中から選べ。

営業部では，運用サービス部が作成した予算を基に，利益率が 10％となるよ

うに B社サービスの提示価格を算出した。 2018年度の提示価格は， Ic | 
千円となった。ここで，利益率は，提示価格から予算を引いた額を提示価格で割

った値であり， 100を乗じて％表示する。

営業部が B社に B社サービスの提示価格を提案したところ，提示価格から

10％低い価格（以下，要求価格という）を要求された。

運用サービス部と営業部で検討した結果，サービスレベルの変更について B

社と合意できれば，その他経費を 10%,人件費を 5％削減できることが分かっ

た。この場合， 2018年度の予算の合計は| d |削減となり，要求価格と同

額を提示価格とすると，利益率は| e |。

また，作業の一部を自動化することによって，人件費を先の 5％と合わせて

15％削減できることが分かった。ただし，この場合には，サーバ費については

5％上がる見込みである。運用サービス部では，先のその他経費の 10％削減と合

わせて B社サービスの 2018年度の予算を再度作成した。このとき，提示価格を

要求価格と同額にすると，利益率は| f |%になる。ここで，％表示する

値は，利益率に 100を乗じて小数第2位で四捨五入したものである。

cに関する解答群

ア 5,670

dに関する解答群

ア 10％未満の

イ 6,300

イ 10％の
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eに関する解答群

ア上がる

イ 変わらない

ウ 下がるがゼロ以下にはならない

工 下がってゼロになる

才 下がってマイナスになる

fに関する解答群

ア 5.5 イ 6.1 ウ 7.1 エ 7.9 オ 8.0 力 8.9

国

後
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ビ。した問題は，選択欄の⑱をマークしてください。マークがない場合は，採点され

： 

問7 購買管理システムの導入による業務改善効果に関する次の記述を読んで，設問 1,

2に答えよ。

日用品メーカの C社では，ソフトウェアパッケージを用いた購買管理システムの

導入を進めており，システムの要件定義を終えたところである。定義された要件には，

ソフトウェアパッケージの機能を活用できる要件と，追加でシステム開発が必要な要

件（以下，システム要件という）がある。全てのシステム要件を実現すると，開発費

が当初の予算を超えることが分かった。そこで，各システム要件を実現した場合に削

減される 1年間のコスト（以下，年間効果という）と必要な開発費とを併せて評価し，

実現するシステム要件を決定することにした。この決定に当たっては，購買管理シス

テムの保守運用費は考慮しないものとする。

C社は，システム要件 8件について評価することにした。

設問 1 システム要件を実現（以下，システム化という）するための開発費と年間効果

の試算に関する次の記述中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中か

ら選べ。 ここで， clとc2に入れる答えは， cに関する解答群の中から組合せと

して正しいものを選ぶものとする。

(1) システム化するための開発費と年間効果を試算する。また，各システム要

件を，‘‘必ず実現したい”という要件（以下，必須要件という）と，‘‘できれば

実現したい’'という要件（以下，要望要件という）に分類する。
うけしょ

(2) 必須要件の一つである“仕入先からの注文請書を購買管理システムで処理

できるようにする”の年間効果を試算する。購買管理システムは仕入先も利用

するものとし，システム化によって， C社での注文請書の確認と再提出依頼の

作業は次のようになる。
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① 仕入先からファックスで送付されてきた注文請書の内容と注文書の内容の

目視での照合に代えて，購買管理システム上のデータチェックで照合を行う。

② データチェックで誤リが見つかったときに，仕入先への注文請書の再提出

の依頼を Web画面で行う。

③ 再提出された注文請書の内容と注文書の内容の照合（以下，再照合という）

も購買管理システムで行う。

上記①～③の年間効果を試算するために，注文請書の確認と再提出依頼の

作業状況を調査して条件を設定した。その結果を，表 1に示す。将来値はシス

テム化後の作業状況を想定して設定した値である。ここで，再照合時に誤りは

発生しないものとする。

表 1 年間効果を試算するための条件

試算条件 現状値 将来値

注文書に対して提出される注文請書枚数（枚／日） 200 200 

注文請書の誤りの発生枚数（枚／日） 18 3 

注文請書と注文芭との目視での照合及び再照合の作業に要する時間（分／枚） 5 

゜誤リが見つかった注文請書の再提出の依頼作業に要する時間（分／枚） 10 5 

作業に要する人件費 （円／時間） 1,400 1,400 

(3) 表 1の将来値を設定するに当たり，注文請書と注文書との目視での照合及

び再照合の作業に要する時間は，システム化によって ー :-lと想定した。

また，仕入先が Webを介して注文書の確認と注文請書の送信を行うことによ

って，注文請書の誤リの発生枚数は［：二こニコ と想定した。

1年当たりの稼働日数を 240日とすると，現状で注文請書の確認，再提出依

頼及び再照合の作業に要する年間賀用は| cl |千円であり，システム化

された場合は| c2 |千円となって，この差額が年間効果となる。

全てのシステム要件に対する年間効果の試算と分類の結果を，表2に示す。
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表 2 システム要件に対する年間効果の試算と分類の結果

単位千円

要件ID システム要件 開発費 年間効果 分類

SYS901 5,800 4,800 必須要件

SYS902 6,200 7,320 必須要件

SYS903 1,200 670 要望要件

SYS904 
仕入先からの注文請書を購買管理システ

12,400 必須要件
ムで処理できるようにする

SYS905 

SYS906 

SYS907 

SYS908 

注記網掛けの部分は表示していない。

a, bに関する解答群

ア増加する

ウ 不要になる

cに関する解答群

cl 

，． 
6,608 

6,608 

i 7,028 

.. 7,112 

P・
7,112 

c2 

84 

6,524 

6,524 

84 

7,028 

2,750 1,640 要望要件

4,300 520 要望要件

1,630 1,280 要望要件

1,800 2,160 要望要件

イ 減少するがゼロにならない

工変わらない

設問2 開発費と年間効果の評価に関する次の記述中のI Iに入れる正しい答

えを，解答群の中から選べ。

表 2に示した三つの必須要件については全て採用するものとし，五つの要望要

件については開発費と年間効果を評価して，採用，不採用を決定することにした。
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必須要件を含めて購買管理システムのシステム化のための開発費が予算の

30,000千円に収まるように要望要件を選択することにした。

選択に当たリ，開発費に対する年間効果の割合（以下，効果率という）も選択

条件とした。要望要件に分類したシステム要件の年間効果と効果率を，図 1に示

す。

効果率

1.40 

I SYS908 I 
1.20 

1.00 

I 
0.80 ． 
0.60 

I | 
I I . ． 

0.40 

0.20 
I SYS906 I 

• 
0.00_ 

゜
500 1000 1500 2000 2500 

年間効果（千円）

注記網掛けの部分は表示していない。

図 1 要望要件に分類したシステム要件の年間効果と効果率

(1) SYS908は，効果率も年間効果も最も大きく ，開発費が予算に収まるので，

採用とした。また，効果率も年間効果も最も小さい SYS906は不採用とし
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た。

(2) 続いて，残りの三つの要望要件から，開発費が予算に収まり，年間効果

が最大になるような選択を行うこととした。

① SYS905を採用したとき，開発費の予算を考えると| d |。この場

合，開発費の総額は28,950千円となリ，年間効果は22,948千円となる。

② 一方， SYS907を採用したとき，開発費の予算を考えると - -口/|。

この場合，開発婆の総額は 29,030千円となリ，年間効果は 23,258千円と

なる。

(1), (2)の評価の結果，開発費が予算に収まり，年間効果を最大にするには，

要望要件はSYS908に加えて1 f Iを採用すればよい。

dに関する解答群

ア SYS903もSYS907も採用できる

イ SYS903もSYS907も採用できない

ウ SYS903は採用できるが， SYS907は採用できない

工 SYS907は採用できるが， SYS903は採用できない

eに関する解答群

ア SYS903もSYS905も採用できる

イ SYS903もSYS905も採用できない

ウ SYS903は採用できるが， SYS905は採用できない

工 SYS905は採用できるが， SYS903は採用できない

fに関する解答群

ア SYS903とSYS905

ウ SYS905
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次の問 8は必須問題です。必ず解答してください。

問8 次のプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~4に答えよ。

文字列の誤リを検出するために， N種類の文字に 0, L ・・・, N-1の整数値を重複

なく割リ当て，検査文字を生成するプログラムと，元となる文字列の末尾に検査文字

を追加した検査文字付文字列を検証するプログラムである。ここで扱う 30種類の文

字，及び文字に割り当てた数値を，表 1に示す。空白文字は “U’' と表記する。

表 1 文字，及び文字に割り当てた数値

文字

数値 011121:::: :4 

:: I 115 1:I :7 |108 |;9| 2: I 21 | 2s2 | 2] | 2U4 | 2V5 | : I :7 1 :8 | 2: 

〔プログラムの説明〕

検査文字の生成と検査文字付文字列の検証の手順を示す。

(1) 検査文字の生成

① 文字列の末尾の文字を 1番目の文字とし，文字列の先頭に向かって奇数番目の文

字に割り当てた数値を 2倍して Nで割リ，商と余りの和を求め，全て足し合わせ

る。

② 偶数番目の文字に割リ当てた数値は，そのまま全て足し合わせる。

③ ①と②の結果を足し合わせる。

④ Nから，③で求めた総和を Nで割った余リを引く。さらにその結果を， Nで割

リ，余リを求める。求めた数値に対応する文字を検査文字とする。
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(2) 検査文字付文字列の検証

① 検査文字付文字列の末尾の文字を 1番目の文字とし，文字列の先頭に向かって偶

数番目の文字に割り当てた数値を 2倍して Nで割リ，商と余りの和を求め，全て

足し合わせる。

② 奇数番目の文字に割り当てた数値は，そのまま全て足し合わせる。

③ ①と②の結果を足し合わせる。

④ ③で求めた総和が Nで割リ切れる場合は，検査文字付文字列に誤リがないと判

定する。 Nで割り切れない場合は，検査文字付文字列に誤リがあると判定する。

〔検査文字付文字列の生成例〕

表 1及び検査文字の生成の手順を用いる ことによ って，文字列ipauuに対し，生成さ

れる検査文字はfである。

検査文字付文字列は，文字列の末尾に検査文字を追加し，ipauufとなる。

〔プログラムの仕様〕

各関数の仕様を (1)~(4)に示す。ここで，配列の添字は 1から始まるものとする。

(1) 関数 calcCheckCharacterは，文字列及び文字列長を用いて生成した検査文字を返

す。関数calcCheckCharacterの引数及び返却値の仕様は，表2のとおりである。

表 2 関数calcCheckCharacterの引数及び返却値の仕様

引数／返却値 データ型 入力／出力 説明

input[] 文字型 入力 文字列が格納されている 1次元配列

Len 整数型 入力 文字列の文字列長 (1以上）

返却値 文字型 出力 生成した検査文字を返す。

関数calcCheckCharacterは，関数getValue,関数getCharを使用する。
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(2) 関数 validateCheckCharacterは，検査文字付文字列を検証し，検証結果を返す。

関数 validateCheckCharacterの引数及び返却値の仕様は，表 3のとおりである。

表 3 関数 validateCheckCharacterの引数及び返却値の仕様

引数／返却値 データ型 入力／出力 説明

input[] 文字型 入力
検査文字付文字列が格納されている 1次

元配列

len 整数型 入力 検査文字付文字列の文字列長 (2以上）

検査文字付文字列に誤リがないと判定し

返却値 論理型 出力 た場合はtrue,誤リがあると判定した場

合はfalseを返す。

関数 vali dateCheckCha racte rは，関数getValueを使用する。

(3) 関数getValueは，表 1に従い，引数として与えられた文字に割リ当てた数値を返

す。

(4) 関数getCharは，表 1に従い，引数として与えられた数値に対応する文字を返す。

遷
il
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設問 1 プログラム中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。こ

こで， alと a2に入れる答えは， aに関する解答群の中から組合せとして正しい

ものを選ぶものとする。

〔プログラム）

0文字型関数： calcCheckCharacter（文字型：input［］，整数型： Len)

0整数型： N, sum, i, value, check_value 

0論理型： is_even 

• N← 30 

• sum← o 
• i s_even←false 
●i : Len, i > 0, -1 ：a:e:三言言［l］)

• sum← sum + (value X 2) -=-N + (value X 2) % N 

• i s_even← not is_even • • check_value← | b | 
• return get Char (check_va Lue) 

〇論理型関数： validateCheckCharacter（文字型：input[],整数型：Len)

0整数型： N, sum, i, va Lue 

〇論理型： i s_odd, ret_va Lue 

• N← 30 

• sum← o 
• i s_odd←true 

• ret_va Lue←true 

●i : Len, i > 0, -1 

:aSSluu0:dd口戸言ut[I])

• sum← sum + (value X 2) -:-N + (value X 2) % N 

d
 

d
 

o

e

 

-

s
 

S

l

 

i

a
 

f

e
 

t

u
 

o

↑

ー

n

a

 

＞
 

0

c

-

n
 

-

t

r
 

s

e

u

 

・
ー

r

tr
 

dd

ニ

□
．
 

·••• 
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aに関する解答群

al 

ア false 

イ false 

ゥ true 

工 true 

bに関する解答群

ア N- sum % N 

ウ (N- sum % N) % N 

cに関する解答群

ア sum--,-N = 0 

ウ sum% N = 0 

false 

true 

false 

true 

a2 

イ sum% N 

エ (sum- N) % N 

イ sum--;-N -:f=. 0 

工 sum% N -:f=. 0 

設問2 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

本プログラムでは，検査文字付文字列の誤りが 1文字であれば，誤リを検出で

きる。しかし，複数の文字に誤りがある場合には，誤リがないと判定されること

がある。例えば，関数 validateCheckCharacterで表 4に示す検査文字付文字列

を検証した場合，誤リがないと判定されるケースは［こ三ここ］。ここで， 文字

列ipauuに対し生成される検査文字はfである。

表 4 検査文字付文字列

ケース 検査文字付文字列

1 ipb~~f 

2 apiuuf 

3 piauuf 

4 uwapif 
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dに関する解答群

ア 1と2と3と4である イ 2である

工 2と3と4である オ 2と4である

ウ 2と3である

力ない

設問3 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

本プログラムを文字列長が同じである複数の文字列に対して適用することを考

える（図 1参照）。

1 

2 

付 3

4 

5 

列

1 2 3 4 5 6 

1 p a し し

t e s t s 

m a k e し』

I t し．！ u 

図 1 作成中の検査文字付表

〔考え方〕

文字列長が nである m個の文字列について考える。 文字列に対して，（m+

1)行（n+ 1)列の表を用意する。以後，この表を検査文字付表という。

(1) 検査文字の生成

例えば，文字列長が 5である 4個の文字列 ipauu'tests'makeu'it.uu 

を，図 1の太枠内のように，各文字列の先頭の位置を最左列に揃え，各文字

列を上の行から順に格納して，表を作成する。この表の太枠内の各行各列を

それぞれ文字列とみなして検査文字を生成し，最右列と最下行に格納する。

この手順で作成した検査文字付表を図 2に示す。作成した検査文字付表の

5行 5列目（網掛け部分）の検査文字は| e |である。
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列

1 2 3 4 5 6 

1 

2 

行 3

4 

5 

1 

t 

rn 

i 

r 

p 

e 

a 

t 

a 

a し し

5 t s 

k e u 

し・l し

V b 

図2 完成した検査文字付表

f 

1 

n 

h 

(2) 検査文字付表の検証

(1)で作成した検査文字付表の，最下行を除く各行と最右列を除く各列を

文字列とみなし，それぞれ関数 validateCheckCharacterで検証した結果，

全て誤りがないと判定された場合には，検査文字付表に誤リがないと判定す

る。一つでも誤リがあると判定された場合は，検査文字付表に誤りがあると

判定する。

eに関する解答群

アj イ K ウ l エ m
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設問4 次の記述中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

図2の 1行目の検査文字付文字列を取リ除いた，図 3の検査文字付表について

考える。表4のケース 1~4の検査文字付文字列を順に，図 3の1行目に格納し

て検証した場合，検査文字付表に誤リがないと判定されるケースはIf |。

fに関する解答群

1 

2 

行 3

4 

5 

列

1 2 3 4 5 6 

t e s t s i 

m a k e ヒ n 

1 t L し h 

r a V 
I l l | 

b 

注記 5行 5列目（網掛け部分）には，設問 3の
正しい答えが入っているものとする。

図3 1行目を取り除いた検査文字付表

ア 1と2と3と4である イ 2である ウ 2と3である

力ない工 2と3と4である オ 2と4である
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次の問9から問 13までの 5問については，この中から 1問を選択し，選択した問題に

ついては，答案用紙の選択欄の⑤むをマークして解答してください。

なお， 2問以上マークした場合には，はじめの 1問について採点します。

問9 次の Cプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

（プログラムの説明〕

文字列の中から，回文(palindrome) を探して表示する関数fi nd_pa Lind romeであ

る。回文とは，先頭から読んだ文字の並びと末尾から読んだ文字の並びが一致する

文字の並びのことである。ただし，ここでは次の条件を満たすものとする。

・文字列は英字 (A~Z,a~z),数字（O~9),記号 C!"#%&'O*+, -. /: ;<=>?[r_{ 

|})及び空白文字から成る。

・文字の並びを読むとき，英字の大文字と小文字は区別しない。

・文字の並びを読むとき，記号及び空白文字は無視する。

・回文は英数字で始まリ英数字で終わる。ただし，英数字 1文字は回文ではない。

本問のプログラムが表示する回文の例を表 1に示す。 No.1で示す文字列において，

文字の並び bc0cbは回文である。 c0cも回文であるが，本問のプログラムでは，文字

列の先頭に最も近い文字から始まるものを表示する。また， No.2で示す文字列にお

いて，英字の大文字と小文字は区別しないので，文字の並びBc0Cbは回文である。さ

らに， No.3で示す文字列において，英字の大文字と小文字を区別せず，かつ，記号

及び空白文字を無視するので，文字の並び B!c0Cbは回文である。 No.4で示す文字

列において，文字列の先頭に最も近い bを先頭文字とする文字の並び bc0cb と

bc0cblbc0cbは，いずれも回文である。しかし，本問のプログラムでは，先頭文字位

置が同じ回文が複数あれば，長さが最も短いものを表示する。

表 1 本問のプログラムが表示する回文の例

＇ 

No. 文字列 表示する回文

1 abc0cbe bc0cb 

2 ABc0CbE Bc0Cb -

3 AB!c0 CbE B!c0 Cb 

4 abc0cblbc0cbe bc0cb 
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＇ 

(1) 関数find_palindromeの仕様は，次のとおリである。ここで，引数の値に誤り

はないものとする。

機能： 文字列textの中から，回文を探して表示する。文字列textの中に複

数の回文がある場合，先頭文字位置が文字列の先頭に最も近いものを

表示する。さらに，先頭文字位置が同じ回文が複数あれば，長さが最

も短いものを表示する。

引数： text 文字列

関数fi nd_pa l i ndromeは，関数is_pa l ind rome及び関数find_charを使用する。

(2) 関数is_pa l ind romeの仕様は，次のとおりである。ここで，引数の値に誤リは

ないものとする。

機能： 文字の並び charsが回文かどうかを判定する。

引数： chars 文字の並び

size 文字の並びcharsの長さ

返却値：回文の場合は 1

回文でない場合は0

(3) 関数find_charの仕様は，次のとおりである。ここで，引数の値に誤りはない

ものとする。

機能： 文字列 str中で，文字 chが最初に現れる位置を求める。ただし，英

字の大文字と小文字は区別しない。

引数： str 文字列

ch 文字

返却値：文字 chが現れる場合は，それが最初に現れる位置へのポインタ

文字 chが現れない場合は， 空ポインタ

(4) プログラム中で使用しているライプラリ関数の概要は，次のとおりである。

isalnum(ch):文字 chが英数字のとき， 0以外の値を返し，それ以外のとき，

0を返す。

tolower(ch):文字 chが英大文字のとき，その文字に対応する英小文字を返し，

それ以外のとき，文字 chを返す。

putchar(ch) :文字 chを表示する。
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〔プログラム〕

（行番号）

1 #include <stdio.h> 

2 #include <ctype.h〉

3 void find_palindrome(const char*); 

4 int is_palindrome(const char*, int); 

5 const char* find_char(const char*, char); 

6 void find_palindrome(const char* text) { 

7 int i; 

8 int psize; I*文字の並びの長さ＊／

9 const char* ith; I*文字列textの第i文字へのポインタ＊／

10 const char* hit; I*第 i文字と一致した文字へのポインタ ＊／

11 for (i = 0; text [ i J ! ='¥ 0'; i ++) { 

12 if (!isalnum(text[i])) { 

13 continue; 

14 

15 ith = &text[i]; 

16 hit= find_char(ith + 1, *ith); 

17 wh i le (hit ! = NULL) { 

18 ps ize=~; 

19 if (is_palindrome(ith, psize)) 

20 wh i le (i th < hit + 1) 
21 putchar(*ith); 

22 i th++; 

23 

24 

25 

26 

27 

＇ 

put char('¥n'); 

return; 

hit= find_char(hit + 1, *ith); 

28 } 

29 } 

30} 
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＇ 

31 i nt 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46} 

is_palindrome(const char* chars, int size) { 

int l; 

int r; 

for (l = 0, r = size -1; l < r; l++, r--) { 

while (! isalnum(chars[l])) { 

l++; 

｝ 

while (! isalnum(chars[r])) { 

r--; 

if(「]―-|)

return 0; 

return 1; 

47 const char* find_char(const char* str, char ch) 

48 int i; 

49 for (i = 0; str[i] !='¥0'; it+) { 

50 i f (| c |) { 

!>1 return &str[i]; 

52 

53 } 

!>4 return NULL; 

55 } 

設問 1 プログラム中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ァ

工 hit-ith 

イith-&text[0] 

オ hit-ith t 1 
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bに関する解答群

ア l== r 

イ l! = r 

ウ chars[l]== chars[r] 

工 chars[l] != chars[r] 

才tolower(chars[l])== tolower(chars[r]) 

力tolower(chars[l])!= tolower(chars[r]) 

cに関する解答群

ア ch==str[i] 

イ ch!= str[i] 

ウtolower(ch)== tolower(str[i]) 

工 tolower(ch)!= tolower(str[i]) 

オ (ch==tolower(str[i])) I I (tolower(ch) == str[i]) 

カ (ch==tolower(str[i])) && (tolower(ch) == str[i]) 

＇ 

設問2 関数 fi nd_pa l ind romeが，先頭文字位置が同じ回文が複数ある場合，長さが最

も長いものを表示するように，プログラムを変更する。表 2 中の ［／／／~ に
入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

(1) 関数find_charを，関数find_last_charと置き換える。関数 find_last_charの

仕様は，次のとおリである。ここで，引数の値に誤りはないものとする。

機能： 文字列 strの先頭から文字数 count以内の範囲で文字 chが現れる最

後の位置を求める。ただし，英字の大文字と小文字は区別しない。

引数： str 文字列

ch 文字

count 文字数

返却値 ：文字chが現れる場合は，それが最後に現れる位置へのポインタ

文字 chが現れない場合は，空ポインタ
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(2) 新たに使用するライプラリ関数 strlen(text)は，文字列 textの長さ（ただし，

終端ナル文字'¥O'は含まない）を返す。

表 2 プログラムの変更内容

＇ 

行番

に追

行番

行番

間

行番

行番

行番

変更

処誼 変更内容

号2と3の間 #include <string.h> 

加

号 5を変更 const char* find_last_char(const char*, char, int); 

号 10と11の unsigned int text Len= strlen(text); 

追加

号 16を変更 hit = find_last_char(ith + 1, *ith, textlen - i -1); 

号27を変更 hit= find_last_char(ith + 1, *ith, I d |); 

号47~49を const char* find_last_char(const char* str, char ch, int count) { 

int i; 

for (| e | ; i --) { 

dに関する解答群

ア textlen -psize イ textlen - -psize 

ゥ textlen -i + psize 工 psize + 2 

才 psize -2 

eに関する解答群

ア = count; i〉 0 イ = count; i >= 0 

ウ = count -1; i〉 0 工 = count -1; i >= 0 
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設問3 次の記述中の［こここコに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

設問 2で変更した関数find_palindromeを，次の文字列を引数として実行した。

ここで“ビ’'は空白文字を表す。

No!uMadam,ul'muAdamuGraham.uThisuisumYu9Ym. 

関数fi nd_pa l ind romeが回文の表示を終了するまでに，関数 find_last_char

叶 f 1回呼び出され，その最後の呼出しにおける引数 countの値は

| g |である。

fに関する解答群

ア 2

工 5

gに関する解答群

ア 13

工 36

3

6

 

イ

オ
4

7

 

ウ

カ

0

8

 

2

3

 

イ

オ

ウ 31
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れさ点採は合場ヽl
>
 

なゞ力クマ゜
ヽ’>
 

さだ＜
 

てしクマを

oo 
の欄択選

，
 

ま',
 

題問たし

ビ
問 10 次の COBOLプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

＇ 

〔プログラムの説明〕

ある駐車場では，自動精算システムを導入している。利用者は，入庫時に利用番号

と入庫時刻が記録された駐車券を受け取り，出庫時に駐車券を精算機に投入して駐車

料金を支払う。連続した複数日にまたがる駐車も可能である。プログラム 1は入庫時

に入庫時刻を精算ファイルに記録するサププログラムであリ，プログラム 2は出庫時

に駐車料金を計算して出庫時刻とともに精算ファイルに記録し，駐車料金の値を呼出

し元に返すサププログラムである。

(1) 精算ファイルは，図 1に示すレコード様式の索引ファイルであり，プログラム

の実行時に既に存在する。主キーは利用番号である。ファイルの排他制御は適切に

行われるものとする。

利：：号 1言刻 1出：：刻 1駐：9
図 1 精算ファイルのレコード様式

① 利用番号には，入庫時に発券される駐車券ごとに 1ずつ増える 8桁の数字が格

納される。 I 
② 入庫時刻及び出庫時刻には，西暦の年， 月，日と，24時間表記の時 (O~23),

分 (0~59)が，それぞれ4桁， 2桁， 2桁， 2桁，2桁で格納される。

(2) プログラム 1のパラメタの様式は，図 2のとおりである。呼出し元プログラム

から利用番号と入庫時刻を受け取る。

利：：号 1:刻

図 2 プログラム 1のパラメタの様式
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(3) プログラム 2のパラメタの様式は，図 3のとおリである。呼出し元プログラム

から利用番号と出庫時刻を受け取り，駐車料金の値を返す。

刻時

桁

庫

12

出号番

桁
用

8

利 円
図 3 プログラム 2のパラメタの様式

(4) 駐車料金は，入庫時刻を基準に駐車時間を 1時間単位に区切って算出する。こ

の単位を課金単位と呼び， 1課金単位当たリ 300円を課金する。各課金単位の開始

時刻の“分’'は，入庫時刻と同じ“分”とする。各課金単位の開始時刻から 1分以

上が経過すると課金対象になる。例えば， 10時 30分に入庫して， 11時 30分に出

庫した場合，課金単位は 1で， 駐車料金は 300円である。 10時 30分に入庫して，

11時 31分に出庫した場合， 2時間目の課金単位の開始時刻である 11時 30分から

1分が経過しているので，課金単位は 2となり，駐車料金は 600円になる。駐車料

金が999,999円を超えることはない。

(5) プログラム 2の中で使用している組込み関数 INTEGER-OF-DATEは，引数に指定

された日付を西暦 1601年 1月 1日からの通算の日数に変換して返す。

＇ 
〔プログラム 1〕

（行番号）

1 DATA DIVISION. 

2 FILE SECTION. 

3 FD ACCT-FILE. 

4 01 ACCT-REC. 

5 02 ACCT-NO PIG X(8). 

6 02 ACCT-IN PIG 9(12). 

7 02 ACCT-OUT PIG 9(12). 

8 02 ACCT-FEE PIC 9(6). ， LINKAGE SECTION. 

10 01 PRM. 

11 02 PRM-NO PIC X(8). 

12 02 PRM-IN PIG 9(12). 

13 PROCEDURE DIVISION USING PRM. 

14 MAIN-PROC. 

15 OPEN EXTEND ACCT-FILE. 

16 INITIALIZE ACCT-REC. 

17 MOVE PRM-NO TO ACCT-NO. 
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18 MOVE PRM-IN TO ACCT-IN. 

19 WRITE ACCT-REC. 

20 CLOSE ACCT-FILE. 

21 EXIT PROGRAM. 

〔プログラム2〕

（行番号）

DATA DIVISION. 

2 FILE SECTION. 

3 FD ACCT-FILE. 

4 01 ACCT-REC. 

5 02 ACCT-NO PIC X(8). 

6 02 ACCT-IN. 

7 03 ACCT-I-DATE PIG 9(8). 

＇ 
8 03 ACCT-I-TIME. ， 04 ACCT-1-HH PIG 9 (2). 

10 04 ACCT-I-MM PIG 9(2). 

11 02 ACCT-OUT. 

12 03 ACCT-0-DATE PIG 9(8). 

13 03 ACCT-0-TIME. 

14 04 AGGT-0-HH PIG 9(2). 

15 04 ACCT-0-MM PIG 9(2). 

16 02 ACCT-FEE PIG 9(6). 

17 WORKING-STORAGE SECTION. 

18 77 W-HRS PIG 9(4). 

19 LINKAGE SECTION. 

20 01 PRM1. 

21 02 PRM-NO PIG X(8). 

22 02 PRM-OUT PIG 9(12). 

23 01 PRM2. 

24 02 PRM-FEE PIG 9(6). 

25 PROCEDURE DIVISION USING PRMl PRM2. 

26 MAIN-PROC. 

27 OPEN I-0 ACCT-FILE. 

28 MOVE PRM-NO TO ACCT-NO. 

29 READ ACCT-FILE. 

30 MOVE PRM-OUT TO ACCT-OUT. 

31 PERFORM COMP-PROC. 

32 I a 1. 
33 REWRITE ACCT-REC. 

34 CLOSE ACCT-FILE. 

35 EXIT PROGRAM. 

・国
午•
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36 COMP-PROC. 

37 COMPUTE W-HRS = 

38 (FUNCTION INTEGER-OF-DATE(ACCT-0-DATE) * 24 + ACCT-0-HH)[口
39 (FUNCTION INTEGER-OF-DATE(ACCT-I-DATE) * 24 + ACCT-I-HH). 
40 IF ACCT-I-MM< ACCT-0-MM THEN 

41 = 
42 END-IF. 

43 COMPUTE ACCT-FEE= W-HRS * 300. 

設問 1 プログラム 1における精算ファイルの呼出し法として正しい答えを，解答群の

中から選べ。ここで，括弧内は，呼出し法に対応する環境部のファイル管理記述

項における ACCESSMODE句の書き方である。

解答群

ア順呼出し (ACCESS MODE IS SEQUENTIAL) 

イ 動的呼出し (ACCESS MODE IS DYNAMIC) 

ウ乱呼出し (ACCESS MODE IS RANDOM) 
＇ 

設問 2 プログラム 2中のI |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア ADDPRM-FEE TO ACCT-FEE 

ウ MOVEPRM-FEE TO ACCT-FEE 

bに関する解答群

ア＊ イ＋

cに関する解答群

ア ADD1 TOW-HRS 

ウ SUBTRACT1 FROM W-HRS 

イ MOVEACCT-FEE TO PRM-FEE 

工 MOVEPRM-NO TO ACCT-NO 

ウー エ／

イ ADDACCT-0-HH TOW-HRS 

工 SUBTRACTACCT-I-HH FROM W-HRS 
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設問 3 夜間時間帯の料金割引を実施するために，プログラム 2を変更する。夜間時間

帯は 20時 00分から翌朝 5時 59分までとし，各課金単位の開始時刻が夜間時間

帯に含まれるときは， 1課金単位当たリの課金を 100円とする。表 1中の

| |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

表 1 プログラム 2の変更内容

行番

に追

■ヨ
ョ
目 行番

処置 変更内容

号18と19の間 77 W-CNT PIG 9(4). 

加 77 W-IDX PIG 9(2). 

01 W-ACCT-VAL PIG X(72) VALUE 

’'1 001 001 001 001 001 00300300300300300300 

"300300300300300300300300100100100100". 

01 W-ACCT-TBL REDEFINES W-ACCT -VAL. 

02 W-ACCT PIG 9(3) OCCURS 24. 

号43を変更 I d |. 
PERFORM TEST BEFORE VARYING W-CNT FROM 1 BY 1 

UNTIL I e I 
ADD W-ACCT(W-IDX) TO ACCT-FEE 

ADD 1 TO W-IDX 

IF I f I THEN 
MOVE 1 TO W-IDX 

END-IF 

END-PERFORM. 

注記 変更内容の各行とも，空白でない最終文字の直後で改行している。行番号 18と19の問に追

加する変更内容の 1桁目は標識領域である。

dに関する解答群

ア COMPUTEW-IDX = ACCT-1-HH + 1 

ウ MOVE1 TO W-IDX 

イ COMPUTEW-IDX = ACCT-1-HH -1 

工 MOVEACCT -I -HH TO W-IDX 

e, fに関する解答群

ァ W-CNT= W-HRS 

ゥ W-HRS= W-IDX 

ォ W-IDX = W-CNT 

イ W-CNT> W-HRS 

ェ W-IDX= 24 

ヵ W-IDX> 24 
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選択した問題は，選択欄のR①をマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 11 次のJavaプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~3に答えよ。

(Javaプログラムで使用する APIの説明は，この冊子の末尾を参照してください。）

〔プログラムの説明〕

文字列の配列を要素にもつ配列で表現された表中の行を，並べ替えるプログラムで

ある。表は行の配列として，行は文字列の配列として構成される。各行の指定した列

が，指定した順序に並ぶように，行を並べ替える。

図 1は， 表の最左列の文字列を辞書順に，最左列の文字列が等しい行は右隣の列の

文字列を数値とみなしたときに降順になるように並べ替えた例である。

apple 3 1,000 

che江 y 1 1,000 

banana 1 300 

banana 2 2,000 

apple 2 300 

.. 

襄
apple 3 1,000 

apple 2 300 

banana 2 2,000 

banana 1 300 

cherry 1 1,000 ＇ 図 1 並べ替えの例

クラス TableSorterは， 表中の行を並べ替える機能を提供する。次のメソッドと入

れ子クラス OrderByをもつ。

(1) putSortOrder(String key, Comparator<String> order)一このクラスのメソッ

ドsortで指定可能な順序を登録する。

keyー表を並べ替える順序を示すために使用する文字列（以下，順序指定子とい

う）。

orderーインタフェース Comparator型のオプジェクトで， keyで指定した順序

指定子が示す順序を規定する。

(2) sort(String[][J table, final OrderBy... orderBys)一 条件として指定した

列が指定した順序になるように，表中の行を並べ替える。条件は複数指定できる。
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並び順の決定には先に指定した条件が優先される。先に指定した条件で並び順が

決まらない行については，後に指定した条件を加えて決定する。指定した全ての

条件で順序が決まらない行については，並べ替える前の並び順を維持する。

table一整列対象の表を格納した String型の配列を要素にもつ配列を指定する。

orderBys一条件を必要なだけ指定する。

クラス TableSorterの入れ子クラス OrderByは並べ替えの条件を表すクラスである。

フィールド keyは順序指定子，フィールド colは比較対象の列の位置を示す数（行を

表す String型配列の添字）である。フィールドisReversedがfalseであれば，この

条件が表す順序が順序指定子 keyで指定されるオプジェクトのメソッド compareが返

す大小関係での昇順で並べ替えることを意味し，trueであれば，降順で並べ替える

ことを意味する。

＇ 

クラス TableSorterTesterはテスト用のプログラムである。

実行結果を図 2に示す。

apple 3 1,000 

apple 2 300 

banana 22,000 

banana 1 300 

cherry 1 1,000 

図2実行結果
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〔プログラム 1〕

import java.uti l.Arrays; 

import java.utiし．Comparator;

import java.uti l.HashMap; 

import java.util.Map; 

public class TableSorter { 

private Mapく［こニニコ〉 orderMap= new HashMap＜仁ニコ〉（）； 

public void putSortOrder(String key, Comparator<String> order) { 

orderMap.put(key, order); 

public void sort(String[][J table, final OrderBy... orderBys) 

Arrays. sort (table, new Comparato r<St r i ng[J> 0 { 
public int compare(String[] sl, String[] s2) 

for (| b |) { 

int order= orderMap,get(orderBy.key). 

compare(sl にニコ， s2~コ）； 

if (order亡ニコ 0){ 

re turn~; 

＇ return 0; 
"
,
 .
 .
 ,
 

ヽ`
ノ._r、

public static class OrderBy 

final String key; 

final int col; 

final boolean isReversed; 

public OrderBy(String key, int col) { 

this(key, col, false); 

public OrderBy(St ring key、intcol, boolean isReversed) { 

this.key= key; 

this.col= col; 

this. isReversed = isReversed; 
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〔プログラム 2〕

import java.uti [.Comparator; 

＇ 

public class TableSorterTester { 

public static void main(String... args) { 

String[][] data= new String[][] { 

{"apple", "3", "1,000"}, 

{"cherry", "l", "1, 000"}, 

{"banana", "1", "300"}, 

{"banana", "2", "2,000"}, 

{"apple", "2", "300"}, 

} ; 

TableSorter sorter = new TableSorter(); 

sorter.putSortOrder("lex", new Comparator<String>() { 

public int compare(String ol, String o2) { 

return o1.compareTo(o2); 

｝ 

}) ; 

sorter. putSortOrder("num", new Comparator<String>() { 

public int compare(String ol, String o2) { 

return new Integer(ol).compareTo(new Integer(o2)); 

｝ 

}) ; 

sorter.sort(data、newTab leSorter. Orde rBy ("lex", 0), 

new TableSorter.OrderBy("num", 1, true)); 

for (String[] row : data) { 

for (String col: row) { 

System.out.printf("%s ", col); 

｝ 

System. out. print ln O; 

}•— a 
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設問 1 プログラム 1 中の ［~解答群の中から選べ。

aに関する解答群

ア Character, Comparator<String> 

ウ String,Comparator<String> 

bに関する解答群

アinti = 0; i < orderBys. length; it+ 

イinti = 0; i < table. length; it+ 

ウ OrderByorderBy: orderBys 

工 String[]row: table 

cに関する解答群

ア ．get(col)

ウ [col]

dに関する解答群

ア ！＝

eに関する解答群

アーorder

イ order

イく

ウ orderBy,isReversed ? -order : order 

工 orderBy,isReversed ? order : -order 

イ Character, String 

工 String,String 

イ . get (orderBy. co L) 

工 [orderBy.col] 

ウ ＝＝ 工
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設問2 プログラム 2のaで示した 2行を次の 2行と入れ替えて実行したとき，実行結

果の 1行目に出力される内容として正しい答えを，解答群の中から選べ。

sorter.sort(data, new TableSorter.OrderBy("Lex", 2), 

new Tab LeSorte r. Orde rBy ("Lex", 0)); 

解答群

ア apple2 300 

工 banana22,000 

イ apple3 1,000 

オ cherry1 1,000 

ウ banana1 300 

設問3 プログラム 2のaで示した 2行を次の 8行と入れ替えて実行したとき，実行結

果の 3行目に出力される内容として正しい答えを，解答群の中から選べ。

＇ 

sorter.putSortOrder("numC", new Comparator<String)() { 

public int compare(String s1, String s2) { 

return new Integer(s1. replace(",", "")). 

compareTo(new lnteger(s2. replace(",", ""))); 

｝ 

｝） ； 
sorter. sort(data, new TableSorter.OrderBy("numC", 2), 

new TableSorter.OrderBy("Lex", 0)); 

解答群

ア apple2 300 

工 banana22,000 

イ apple31,000 

オ cherry1 1,000 

ウ banana1 300 

n午
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選択した問題は，選択欄のRをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 12 次のアセンプラプログラムの説明及びプログラムを読んで，設問 1~4に答えよ。

〔プログラム 1の説明〕

連続する 2語から成るビット列 aの中から，別のビット列f3と一致する部分ビッ

ト列を検索する副プログラム BSRHである。部分ビット列の検索の概要を，図 1に示

す。

ビット位置 O
「―

ビット列a
p
 

31 

¥ Y ノ

nピットの部分ビット列

ビット列B［口］］ーニロ］
図 1 部分ビット列の検索の概要

(1) 主プログラムは， a が格納されている領域の先頭アドレスを GRlに， Bを GR2

に， Bの長さ n(1 ~ n ~ 16)をGR3に設定して副プログラム BSRHを呼ぶ。 Bは

GR2に左詰めで設定し，残りのビットには0を設定する。

(2) 副プログラム BSRHは， a の先頭（ピット位置 0)から 8と照合し，一致する

部分ビット列がある場合は最初に一致する部分ビット列の先頭のビット位置pを，

一致する部分ビット列がない場合は 一1を， GR0に設定して主プログラムに戻る。

(3) 副プログラム BSRHから戻るとき，汎用レジスタ GRl~GR7の内容は元に戻す。

＇ 
〔プログラム 1〕

（行番号）

1 BSRH START 

2 RPUSH 

3 LD GR0,=-1 

4 LD GR6,=#FFFF ；マスク作成
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5 SRL GR6,0,GR3 

6 XOR GR6,=#FFFF 

7 LD GR4, 0, GRl aの取出 し

8 LD GR5, 1, GR1 ， LD GRl,=32 

10 SUBA GR1,GR3 ; GR1← 32 -n 

11 LD GR3,GR1 ; GR3← 32 -n 

12 LP LD GR7,GR4 

13 AND GR7,GR6 

14 | a 

15 JZE FOUND 一致あり

16 SUBA GRl,==1 

17 JMI FIN 一致なし

18 SLL GR4, 1 aを1ピッ ト左シフ ト

19 SLL GR5, 1 

20 | b 

21 JUMP LP 

22 NEXT OR GR4,=#0001 

23 JUMP LP 

24 FOUND SUSA GR3,GR1 ; pの算出

25 LD GR0,GR3 

26 FIN RPOP 

27 RET 

28 END 

設問 1 プログラム 1中のI Iに入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

＇ 
aに関する解答群

ア AND GR7,GR2 イ OR GR7,GR2 ウ SLL GR7,0,GR2 

工 SRL GR7,0,GR2 オ XOR GR7,GR2 

bに関する解答群

ア JMI FOUND イ JMI NEXT ウ JOV FOUND 

工 JOV NEXT オ JPL FOUND 力 JPL NEXT 

設問2 プログラム 1の行番号 4~6を，次の 2命令で置き換えても，GR6には同じ値

が得られる。 1 |に入れる正しい答えを，解答群の中から選べ。

LD GRS,=#8000 
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解答群

ア SLL GR6,-1,GR3 イ SLL GR6,0,GR3 ウ SRA GR6,-1,GR3 

工 SRA GR6,0,GR3 オ SRL GR6,-1,GR3 カ SRL GR6,0,GR3 

設問3 aの先頭から Bと照合し，最初に一致する部分ピット列を， Bと同じ長さの

別のビット列 Yで置き換える副プログラム BREPを，副プログラム BSRHを使用

して作成した。Y は GR4に左詰めで設定し，残りのビットには 0を設定する。

それ以外の BREPの呼出しに関する仕様は，プログラム 1の説明中の BSRHを

BREPに読み替えて適用する。プログラム 2中のI lに入れる正しい答え

を，解答群の中から選べ。

〔プログラム 2〕

（行番号）

1 BREP START 

2 RPUSH 

3 CALL BSRH 

4 LD GR2,GR0 

5 JMI FIN 

6 LD GR6, =#FFFF ；マスク作成

7 SRL GR6,0,GR3 

8 XOR GR6,=#FFFF ， LD GR7,GR3 ; GR7← n 

10 LD GR3,=16 

11 SUBA GR3,GR2 ; GR3← 16 -p 

12 JMI ONL2 ；一致する部分ピット列が2語目だけのとき

13 JZE ONL2 

14 CPA GR3,GR7 ; (16 -p)と nの比較

15 JMI NEXT ; 2語にまたがる処理

16 JUMP ONLl ；一致する部分ビット列が 1語目だけのとき

17 NEXT LD GR5,GR4 アとマスクを退避

18 LD GR7,GR6 

19 CALL Sl 1語目の処理

20 LD GR4,GR5 

21 LD GR6,GR7 

22 SLL GR4,0,GR3 ; 2語目用アの調整

23 SLL GR6,0,GR3 ; 2語目用マスクの調整

24 LAD GR1,1,GR1 

25 CALL S2 ; 2語目の最終処理

26 JUMP FIN 
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27 ONLl CALL Sl 

28 JUMP FIN 

29 ONL2 | C 

30 SUBA GR2,GR3 ; GR2← p -16 

31 LAD GRl, 1, GRl ；操作対象を 2語目にして，

32 CALL S1 ; 2語目の処理

33 FIN RPOP 

34 RET 

35 S1 SRL GR4,0,GR2 ;'Yの調整

36 SRL GR6,0,GR2 ；マスクの調整

37 S2 LD GR2,0,GR1 ；操作対象語の取出し

38 XOR GR6,=#FFFF 

39 AND GR2,GR6 

40 | d 

41 ST GR2, 0, GRl 

42 RET 

43 END 

cに関する解答群

ア ADDL GR2,GR7 イ LD GR2,=0 ウ LD GR2,=16 

工 LD GR2,=32 オ SUBA GR2,GR7 

dに関する解答群

ア AND GR2,GR4 イ OR GR2,GR4 ウ SLL GR2,0,GR4 

工 SRL GR2,0,GR4 才 XOR GR2,=#FFFF 

＇ 
設問 4 次の設定でプログラム 2を実行したと き， 行番号 23の命令実行直後の GR6に

格納されている値として正しい答えを，解答群の中から選べ。

a: 1語目 ＃FFF3 
2語目 ＃7FFF 

/3 :(11011)2 
n: 5 

y :(11110)2 

解答群

ア＃0003

工 ＃C000

イ＃0007

オ ＃EOOO

ウ ＃8000

カ ＃F000
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選択した問題は，選択欄のRをマークしてください。マークがない場合は，採点され

ません。

問 13 次の表計算のワークシート及びマクロの説明を読んで，設問 1~3に答えよ。

〔表計算の説明〕

s社では，社内の業務用 PC（以下， PCという）からインターネットヘの接続に，

社内に設置した Proxyサーバ（以下，サーバという）を利用している。サーバの運用

担当である Tさんは，社内から社外の Webページヘのアクセス状況を確認するため

に，サーバのアクセスログを分析することにした。

〔ワークシー ト：ログ〕

ワークシート“ログ”には， 2017年 4月 3日（月）から 2017年 4月 30日（日）

までの 4週間に社外の Webページにアクセスした記録だけをアクセスログから取リ

出し，集計に必要な加工を行った結果が入力されている。ワークシート“ログ”の例

を，図 1に示す。

A B C D E F 

1 時刻 IPアドレス URL 時間帯
曜日

集計キー
コード

2 24852960 192.168.20.112 http://000.com/index.html 

゜
4 04 

3 24852980 192.168.50.30 http://¥mmv．△△△．co.jp/top.html 

゜
4 04 

9058 24893254 192.168.10.103 http：／／ロロロ．co.jp/index.html 23 3 233 

9059 24893274 192.168.20.107 http：／／◇◇◇．co.jp/index.html 23 3 233 

9060 

注記 ‘‘000",“△△△’',‘‘□□□”.“◇◇◇’'は，特定の文字列を表す。

図 1 ワーク シー ト“ログ’'の例 ＇ 
(1) 行 1は見出し行で，データは行2以降に入力されている。

(2) 列 Aには， PCがサーバにアクセスした時刻が入力されている。ここで，時刻は，

基準となる 1970年 1月 1日（木曜日）の 0時 00分から当該時刻までの分を単位と
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する経過時間で表現する。

(3) 列 Bには，社外の Webページにアクセスした PCのIPアドレスが入力されてい

る。

(4) 列Cには，アクセスした Webページの URLが入力されている。

(5) 列 Dには，列 Aの時刻に対応する時間帯 (O~23)を表示する式が入力されて

いる。ここで，時間帯は， 0時台 (O時 00分～0時 59分）を 0,1時台 (1時 00分

~1時59分）を 1, …,23時台 (23時00分～23時59分）を 23とする整数値であ

る。

(6) 列 Eには，列 Aの時刻に対応する曜日を 0~6の整数値で表現する曜日コード

を表示する式が入力されている。ここで，曜日コードは，基準となる 1970年 1月

1日の曜日である木曜日を 0とし，水曜日の 6までを順に割リ振る。

(7) 列 Fには，時間帯と曜日コードをつないで一つの文字列とした集計キーを表示

する式が入力されている。

(8) データは最大 9,998件までとし，データの最終行よりも下の行の列A~Cの各セ

ルには空値が入力されている。

［ワークシート：曜日〕

曜日と曜日コードとの対応を，ワークシート“曜日”に入力する。ワークシート

“曜日”を，図2に示す。

A B C D E F G H 

1 | 曜日 木 金 土 日 月 火 水

2 I曜日コード

゜
1 2 3 4 5 6 

図2 ワークシート‘‘曜日”
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設問 1 ワークシート“ログ”に関する次の記述中のI Iに入れる正しい答え

を，解答群の中から選べ。ここで，セル D2~F9999に入力する各式は，当該行

の列Aのセルの値が空値であれば空値を返す。

(1) セル D2には，セル A2の時刻に対応する時間帯を表示する次の式を入力す

る。

a
 (2) セル E2には，セルA'2の時刻に対応する曜日コードを表示する次の式を入

力する。ここで， 1440は， 1日を分に換算した値（24X 60)である。

IF (A'2 = null, null，剰余（切捨て(A'2/1440,0), 7)) 

(3) セル F2には，セル D2とセル E2の値をつないで，一つの文字列として返

す次の式を入力する。

IF (A'2 = null, null，結合(D2,E2)) 

(4) セル D2,E2, F2に入力した式を，行 3~9999の対応する列のセルに複写

する。

aに関する解答群

ア IF (A'2 = null, null，切上げ（剰余(A'2/24,60), 0)) 

イ IF (A'2 = null, null，切上げ（剰余(A'2,60) / 1440, 0)) 

ウ IF (A'2 = null, null，切捨て（剰余（A'2/24,60), O)) 

工 IF (A'2 = null, null，切捨て（剰余(A'2,60)/ 1440, 0)) 

才 IF (A'2 = null, null，剰余（切捨て（A'2/1440,0), 60)) 

カ IF (A'2 = null, null，剰余（切捨て（A'2/60,0), 24)) 

設問 2 ワークシート‘‘集計’'に関する次の記述中のI Iに入れる正しい答え

を，解答群の中から選べ。 ＇ 
〔ワークシート：集計〕

ワークシート‘‘集計’'には，“アクセス集計表”及び“アクセス分析表”を作

成する。ワークシート“集計”の例を，図3に示す。

-69 -



A B C D E F ．．． N 

゜
．．． Y z 

1 アクセス集計表

2 曜日＼時間帯

゜
1 2 3 4 ．．． 12 13 ... 23 計

3 月 13 ， 6 5 6 ．．． 163 183 ... 18 1645 

4 火 15 11 6 5 1 ．．． 125 157 ．．． 9 1376 

5 水 16 6 5 3 3 ．．． 104 143 ．．． 10 1222 

6 木 18 10 7 6 8 ．．． 161 203 ．．． 18 1820 

7 金 15 7 8 8 1 ．．． 133 167 ．．． 16 1482 

8 土 13 6 4 1 4 ．．． 92 96 ．．． ， 945 
， 日 5 4 1 3 3 ... 50 68 ．．． 6 568 

10 計 95 53 37 31 26 ．．． 828 1017 ．．． 86 9058 

11 
I 

12 アクセス分析表

13 (1)時間帯分析

14 •最多となる時間帯 口時台

15 • 最少となる時間帯 時台

16 (2)曜日分析

17 •最多となる曜日 木 曜日

18 •最少となる曜日 日 曜日

図3 ワークシート‘‘集計’'の例

＇ 

(1) “アクセス集計表’'は，ワークシート“ログ”を参照して，社外の Webペ

ージにアクセスした回数（以下，アクセス回数という）を，該当する曜日，時

間帯ごとに集計して表示する。

(2) “アクセス分析表’'は，アクセス回数が，最多となる時間帯と最少となる

時間帯，及び最多となる曜日と最少となる曜日を表示する。

(3) セルA3~A9には，曜日として ‘‘月”~“日”を入力する。

(4) セルB2~Y2には，時間帯として 0~23を入力する。

(5) セル B3には，ワークシート“ログ”のデータの中から，曜日と時間帯がそ

れぞれ，当該セルと同じ行の列 Aで示す曜日と，同じ列の行 2で示す時間帯

に一致するデータの個数を数えて表示する次の式を入力して，セルB3~Y9に

複写する。

条件付個数（ログ！＄F$2:$F$9999,( b
 

‘,'’
 

―

―

 

(6) セル Z3には，当該セルと同じ行の列 B~Yの値を合計する式を入力し，セ
・r 
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ルZ4~Z9に複写する。

(7) セル BlOには，当該セルと同じ列の行 3~9の値を合計する式を入力し，

セル ClO~Z10に複写する。

(8) セル D14には，アクセス回数を時間帯ごとに集計したときに，その値が最

多となる時間帯を表示する式を入力し，セル D15にはその値が最少となる時

間帯を表示する式を入力する。ここで，最多，最少となる時間帯が複数あった

ときは，そのうちアクセス集計表の左端に最も近い時間帯を表示する。

(9) セル D17には，アクセス回数を曜日ごとに集計したときに，その値が最多

となる曜日を，“月”~“日”で表示する次の式を入力する。

= セル D18には，アクセス回数を曜日ごとに集計したときに，その値が最少

となる曜日を，“月”~“日”で表示する式を入力する。

ここで，最多，最少となる曜日が複数あったときは，そのうちアクセス集計

表の上端に最も近い曜日を表示する。

bに関する解答群

ア ＝結合(B$2，照合一致($A3，曜日！＄B$1:$H$1,O)) 

イ ＝結合(B$2，照合検索($A3，曜日 ！＄B$2:$H$2，曜日！＄B$1:$H$1)) 

ウ ＝結合(B$2，水平照合($A3，曜日！＄B$1:$H$2,2, O)) 

エ ＝結合（照合一致($A3，曜日！＄B$1:$H$1, 0), B$2) 

オ ＝結合（照合検索($A3，曜日！＄B$2:$H$2，曜日 ！＄B$1:$H$1), B$2) 

カ ＝結合（水平照合($A3，曜日！＄B$1: $H$2, 2, 0), B$2) 

cに関する解答群

ア照合検索（最大（BlO:YlO),BlO:YlO, B2:Y2) 

イ 照合検索（最大(Z3:Z9), Z3 :Z9, A3 :A9) 

ウ 照合検索（照合一致（最大(Z3:Z9), Z3 :Z9, 0)-1，曜日！B2:H2,曜日！Bl:Hl)

工表引き(A3:Z9,1，照合一致（最大(Z3:Z9),Z3:Z9,0))

才表引き(A3:Z9，照合一致（最大(Z3:Z9),Z3:Z9, 0), 

照合一致（最大(BlO:YlO),BlO:YlO, 0)) 

力 表引き（曜日！Bl:Hl,1，照合一致（最大(Z3:Z9), Z3 :Z9, 0)) 

＇ 
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設問3 Tさんは，ワークシート“ログ”のデータから，アクセス先の URLごとのア

クセス回数を求めるマクロ Page_countを作成し，ワークシート“アクセス先集

計”に格納した。マクロ Page_count中のI |に入れる正しい答えを，解

答群の中から選べ。

〔ワークシート：アクセス先集計〕

マクロ実行後のワークシート“アクセス先集計”の例を，図 4に示す。

A B 

1 URL アクセス回数

2 http://000.co叫index.html 383 

3 http://www．△△△．co.jp/top.html 782 

4 http：／／ロロロ．co.jp/index.html 675 

5 http：／／◇◇◇．co.jp/index.html 119 

注記 ‘‘000'',“△△△”,“ロロロ”,“◇◇◇’'は， 特定の文字列を表す。

図4 ワークシート“アクセス先集計’'の例

(1) 行 1は見出し行である。

(2) マクロ実行前のセルA2~B9999には，あらかじめ空値を入力しておく。

(3) マクロ Page_countの実行結果は，行2以降に表示される。

ー

〔マクロ ：Page_countの説明〕

(1) ワークシート“ログ’'のセル C2を最初の対象セルとして，以降，セル C3,

C4, ・・・と順次，対象セルを下に移しながら，対象セルの値が空値になるまで，

(2)の処理を繰リ返す。

(2) ワークシート“ログ”の対象セルに入力されている URLと同じ値が入力さ

れているかどうかを，ワークシート“アクセス先集計’'のセル泣から下に検

索し，同じ URLを値としてもつセルが見つかったときは，当該行の列 Bのア

クセス回数に 1を加える。列 Aのセルの値が空値になるまで検索しても同じ

u皿を値としてもつセルが見つからなかったときは，最初に現れた空値の行

の，列 Aに対象セルの値を，列 Bに 1を格納する。
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〔マクロ： Page_count〕

0マクロ： Page_count

0数値型： log_line, count_ line 

0文字列型： log_url, count_ur l 
• log_line← 1 

●相対（ログ！Al, log_line, 2) -:f:. null 

• count_line← 1 
• log_ur l←相対（ログ！A1, log_ line, 2) 
• count_url←相対(Al,count_line, 0) 

I三三：eoun+t_1しIne, 0) 

↑ | e | 
・相対(Al,count」ine, 0) 

対(Al,count_line, 1)← 1 

= • log_line← log_line + 1 ． 
dに関する解答群

ア 論理積（count_url= null, count_url = log_url) 

イ 論理積（count_urL = nu l L, count_ur L -=I= log_ur L) 

ウ 論理積(count_url * null, count_ur l * log_ur l) 

工 論理和（count_url = null, count ur l = log_ur l) 

オ 論理和(count_url = null, count_ur l i=-log_ur l) 

力 論理和(count_url * null, count_ur l * log_ur l) 

eに関する解答群

ア count_ur l = log_ur l 

イ count_url = null 

ウ count_url * null 
工 Log_u r L = nu LL 

オ log_url * null 

＇ 
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fに関する解答群

ア 相対(A1, count」ine, 1)←相対(Al,count_line, 1) + 1 

イ 相対(A1,count_line, 1)←相対（ログ！A1, log_line, 2) 

ウ 相対(Al,count_Line、2)←相対(Al,count_Line, 2) + 

工 相対(Al,count_Line, 2)←相対（ログ！Al, Log_Line, 2) 

オ 相対(A1、log_line, 1)←相対(A1, log」ine,1) + 

力 相対(A1, log_l ine, 2)←相対(A1, log」ine,2) + 

＇ 
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■Javaプログラムで使用する APIの説明

java. Lang 

public final class String 
文字列を表す。インタフェース CharSequenceを実装する。

メソッド
------------------・ 
public int compareTo(String anotherString) 

二つの文字列を辞書順に比較する。

引数 ： anotherStringー比較対象の文字列

戻り値：この文字列が引数文字列に等しいときは0

この文字列が引数文字列よリ辞書順で小さいときは負の値

この文字列が引数文字列より辞書順で大きいときは正の値

---疇----------------------------------------------------------------------
public String replace(CharSequence target, CharSequence replacement) 

この文字列中のtargetで指定された文字の並びに一致する部分文字列を，この文字列の先頭

から検索し，順次， replacementで指定された文字の並びに置き換える。

引数 ： target一置き換え対象の文字の並び

rep lacement—置き換える文字の並び

戻リ値 ：置き換え後の文字列

j ava. Lang 

public class Integer 
プリミテイプ型の intの値をオプジェクトにラップする。

コンストラクタ

---------------------------------------------------→----------------------------------------------------public Integer(String s) 

文字列で表現された符号付き 10進整数で示されるint値を表す Integerオプジェクトを構

築する。

引数 ： S ー符号付き 10進整数の文字列表現

メソッド
--------------------------------------------------------------------------------------------------------

public int compareTo(Integer anotherlnteger) 

二つの Integerオブジェクトを数値的に比較する。

引数： another Integer一比較対象の Integerオプジェクト

戻り値：この IntegerオプジェクトがanotherIntegerに等しいときは 0

この Integerオプジェクトが anothe rI n t ege rよリ小さいときは負の値

この IntegerオプジェクトがanotherIntegerよリ大きいときは正の値
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ss Arrays 
するための様々なメソッドを提供する。

・-------------------------------------
<T> void sort(T[] a, Comparator<? super T> c) 

配列を，指定されたコンパレータのメソッド compareが返す大小関係に従って，

える。大きさが等しい要素の順序は，並べ替える前の順序を維持する。

ー 並べ替え対象の配列

ー配列の要素の順序を決定するコンバレータ

java.uti l 

public interface Comparator<T> 
二つのオブジェク トの大小関係を判定するインタフェースを提供する。

メソッド
-----------------------------------------------------------------------------
public int compare(T ot, T o2) 

引数で与えられた型Tの二つのオプジェク トを比較し，大小関係を整数値で返す。

引数 ： o1 - 1番目のオプジェクト

o2 - 2番目のオプジェクト

戻り値 ：otとo2の大きさが等しいときは 0

otがo2よリ小さいときは負の値

otがo2よリ大きいときは正の値

java.util 

public interface Map<K, V> 
型 Kのキーに型 Vの値を対応付けて保持するインタフエースを提供する。各キーは， 一つの

値としか対応付けられない。

メソッド
------------------------------
public V get (Object key) 

指定されたキーに対応付けられた値を返す。

引数： keyー キー

戻リ値：指定されたキーに対応付けられた型 Vの値

このキーと値の対応付けがなければ null
----------------------------------------------------------

public V put(K key, V value) 

指定されたキーに指定された値を対応付けて登録する。このキーが既に他の値と対応付けら

れていれば，その値は指定された値で置き換えられる。

引数： keyー キー

va lue —値

戻り値：指定されたキーに対応付けられていた型 Vの古い値

このキーと値の対応付けがなければ null
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j ava. ut i l 

public class HashMap<K, V> 
インタフェース Mapのハッシュを用いた実装である。

コンストラクタ
------------------------

public HashMap() 

空の HashMapを作る。
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■アセンブラ言語の仕様

1. システム COMETIIの仕様
1. 1 ハー ドウ ェアの仕様

(1) 1語は 16ピットで，そのビット構成は，次のとおリである。

上位8ピット 下位 8ピット

15 14 13 12 11 10 9 8.. 7 6 5 4 3 2 

---_J 
に符号（負 ：1, 非負： O)

(2)主記憶の容量は65536語で，そのアドレスは0~65535番地である。

(3)数値は， 16ビットの 2進数で表現する。負数は， 2の補数で表現する。
(4)制御方式は逐次制御で，命令語は 1語長又は2語長である。

(5)レジスタとして， GR(16ビット）， SP(16ピット）， PR(16ビット）， FR(3ビッ
ト）の 4種類がある。

GR（汎用レジスタ， GeneralRegister)は， GR0~GR7の 8個があり，算術，論理，
比較，シフトなどの演算に用いる。このうち， GRl~GR7のレジスタは，指標レジスタ
(index register)としてアドレスの修飾にも用いる。

SP（スタックポインタ， StackPointer)は，スタックの最上段のアドレスを保持して
いる。

PR（プログラムレジスタ， ProgramRegister)は，次に実行すべき命令語の先頭アド
レスを保持している。

FR（フラグレジスタ， FlagRegister)は， OF(Overflow Flag), SF (Sign Flag), ZF 
(Zero Flag)と呼ぶ 3個のビットからなり，演算命令などの実行によって次の値が設定さ
れる。これらの値は，条件付き分岐命令で参照される。

1 0 .（ビット番号）

l 

算術演算命令の場合は，演算結果が一32768~32767に収まらなくなったとき 1にな

OF リ，それ以外のとき 0になる。論理演算命令の場合は，演算結果が0~65535に収まら

なくなったとき 1になリ，それ以外のとき 0になる。

SF 演算結果の符号が負（ピット番号15が1)のとき 1,それ以外のとき 0になる。

ZF 演算結果が零（全部のビットがO)のとき 1，それ以外のとき 0になる。

(6)論理加算又は論理減算は，被演算データを符号のない数値とみなして，加算又は減算
する。

1. 2 命令

命令の形式及びその機能を示す。ここで， 一つの命令コードに対し 2種類のオペランド
がある場合，上段はレジスタ間の命令，下段はレジスタと主記憶間の命令を表す。

［ロー：＿＿ビコ「昌ノド
(1) ロード，ストア，ロードアドレス命令

命令の説明 口
ロ ド rl, r2 r 1 ← (r2) 

LD 
LoaD r,adr [,x] r ← （実効アドレス）

〇＊1

ストア
STore 

ST r,adr [,x] 実効アドレス ← (r) 

ロ ドアドレス
Load ADdress 

LAD r, adr [, x] r ←実効アドレス 艦

午
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(2) 算術，論理演算命令

勾術加算
ADDA 

rl, r2 r 1 ← (rl) + (r2) 

ADD Arithmetic r, adr [, x] r ← (r)十（実効アドレス）

論理加算
ADDL 

r1, r2 rl ← (rl)九 (r2)

ADD Logical r,adr [,x] r ← (r) +L（実効アドレス）

゜算術減算 rl, r2 r1 ← (rl) - (r2) 

SUBtract Arithmetic 
SUBA 

r,adr [,x] r ← (r)一（実効アドレス）

論理滅算
SUBL 

rl, r2 r1 ← (rl) -L  (r2) 

SUBtract Logical r,adr [.x] r ← (r) -L（実効アドレス）

諭理積
AND 

r 1, r2 r 1 ← (rl) AND (r2) 

AND r,adr [,x] r ← (r) AND（実効アドレス）

諭理和
OR 

r 1, r2 r 1 ← (rl) OR (r2) 
〇＊1

OR r,adr [,x] r ← (r) OR（実効アドレス）

排他的拾理和
XOR 

r 1, r2 r 1 ← (r 1) XOR (r2) 

exclusive OR r,adr [,x] r ← (r) XOR（実効アドレス）

(3) 比較演算命令

(r 1) と (r2),又は（r)と（実効アドレ
r 1, r2 ス）の算術比較又は論理比較を行い，比較

算術比較
CPA 

結果によって，FRに次の値を設定する。

ComPare Arithmetic 
比較結果

FRの値
r、adr[, x] SF ZF 

(rl) > (r2) 

゜゜
〇*1

r 1, r2 
(r) >（実効アドレス）

(rl) = (r2) 
論理比較

(r) =（実効アドレス） ゜
1 

CPL 
ComPare Logical 

r,adr [,x] (rl) < (r2) 

゜(r) <（実効アドレス）
1 

(4) シフト演算命令

算術左シフト
SLA r,adr [,x] 

符号を除き（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Arithmetic したピット数だけ左又は右にシフトする。

釘術右シフト
シフトの結果，空いたピット位囲には，

SRA r,adr [,x] 左シフトのときは 0, 右シフトのときは符
Shift Right Arithmetic 

号と同じものが入る。 〇*2

論理左シフト
SLL r, adr[、x]

符号を含み（r) を実効アドレスで指定

Shift Left Logical したピット数だけ左又は右にシフトする。

論理右シフト
SRL r,adr [,x] 

シフトの結果，空いたピット位置には 0

Shift Right Logical が入る。

(5) 分岐命令

正分岐
JPL adr [, x] 

FRの値によって，実効アドレスに分岐す

Jump on Plus る。分岐しないときは，次の命令に進む。

負分岐
JMI adr [,x] 命令

分岐するときの FRの値

Jump on Minus OF SF ZF 

非零分岐 JPL 

゜゜Jump on Non Zero 
JNZ adr [, x] 

JMI 1 

零分岐 JNZ 

゜Jump on ZEro 
JZE adr [, x] JZE 1 

オーバフロー分岐 JOV 1 

Jump on overflow 
JOV adr[、x]

無条件分岐
JUMP adr [, x] 無条件に実効アドレスに分岐する。

unconditional JUMP 

-79-



(6) スタック操作命令

プッシュ

PUSH 

ポップ

POP 

IPUSH ad•r [, x] 

POP 

SP ← (SP) - L 1, 

(SP)←実効アドレス

r ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

(7) コール， リターン命令

コール
CALL subroutine 

リターン

RETurn from subroutine 

(8) その他

スーパバイザコール
SuperVisor Call 

ノーオペレーション
No OPeration 

注記 r, r1, r2 

adr 

X 

［ ］ 

（ ）  

実効アドレス

← 

+ L, - L  

FRの設定

jCALL adr [,x] 

RET 

SVC adr [, x] 

NOP 

SP ← (SP) -L  1, 

(SP)← (PR), 

PR ←実効アドレス

PR ← ((SP)), 

SP ← (SP) +L  1 

実効アドレスを引数として割出しを行

う。実行後の GRとFRは不定となる。

何もしない。

いずれも GRを示す。指定できる GRはGR0~GR7

アドレスを示す。指定できる値の範囲は0~65535

指標レジスタとして用いる GRを示す。指定できる GRはGR1~GR7

［ ］内の指定は省略できることを示す。

（ ）内のレジスタ又はアドレスに格納されている内容を示す。

adrとxの内容との論理加算値又はその値が示す番地

演算結果を，左辺のレジスタ又はアドレスに格納することを示す。

論理加算，論理減算を示す。

0 :設定されることを示す。

〇＊1:設定されることを示す。ただし， OFには 0が設定される。
〇＊2:設定されることを示す。ただし， OFにはレジスタから最後に送リ出

されたビットの値が設定される。
：実行前の値が保持されることを示す。

1. 3 文字の符号表

(1) ]IS X 0201ラテン文字 ・片仮名用 8ビット符号

で規定する文字の符号表を使用する。

(2)右に符号表の一部を示す。 1文字は 8ビットか

らなリ ，上位4ピットを列で， 下位4ビットを行

で示す。例えば，間隔， 4, H, ¥のビット構成は，

J.6進表示で，それぞれ 20, 34, 48, 5Cである。

J.6進表示で，ビット構成が21~7E（及び表では

省略している Al~DF)に対応する文字を図形

文字という。図形文字は，表示（印刷）装置で，

文字として表示（印字）できる。

(3)この表にない文字とそのビット構成が必要な場

合は，問題中で与える。
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゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
10 

11 
12 

13 

14 

15 

02 

間隔
！ 
" 
＃ 
＄ 
％ 
＆ 
， 

（ 
） 
＊ 

＋ 

， 

／ 

03 

゜1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 ， 
ヽ

＜ 
＝ 
＞ 
？ 

04 05 06 07 

＠ p p 
A Q a q 
B R b r 

G s C s 

D T d t 
E u e u 

F V f V 

G 

＂ 
， w 

H X h X 

I Y i y 
J z j z 

K L k ｛ 
L ¥ l | 

hl ］ m ｝ 

N ＾ n 

゜ ゜



2. アセンプラ言語 CASLIIの仕様

2. 1 言語の仕様

(1) CASLIIは， COMETIIのためのアセンプラ言語である。

(2) プログラムは，命令行及び注釈行からなる。

(3) 1命令は 1命令行で記述し，次の行へ継続できない。

(4)命令行及び注釈行は，次に示す記述の形式で，行の 1文字目から記述する。

命::::]:]□三三ミょ口{]]/̀’□”汀

注記 ［ ］ ［ ］内の指定が省略できることを示す。

｛ ｝ ｛ ｝内の指定が必須であることを示す。

ラベル その命令の（先頭の語の） アドレスを他の命令やプログラムから参照するための

名前である。長さは 1~8文字で，先頭の文字は英大文字でなければならない。

以降の文字は，英大文字又は数字のいずれでもよい。なお，予約語である GR0~

GR7は，使用できない。

空白 1文字以上の間隔文字の列である。

命令コード命令ごとに記述の形式が定義されている。

オペランド命令ごとに記述の形式が定義されている。

コメント 覚え書きなどの任意の情報であリ，処理系で許す任意の文字を書くことができる。

2.2 命令の種類
命令は， 4種類のアセンプラ命令 (START,END, DS, DC), 4種類のマクロ命令(IN,

OUT, RPUSH, RPOP)及び機械語命令 (COMETIIの命令）からなる。その仕様を次に示す。

命令の種類 ラベル
命令

オペランド 機能
コード

プログフムの先頭を定義

START ［実行開始番地］
プログラムの実行開始番地を定義

ラベル 他のプログラムで参照する入口名

アセンプラ命令
を定義

END プログラムの終わリを明ホ

［ラベル］ DS 語数 領域を確保

［ラベル］DC 定数［，定数］… 定数を定義

［ラベル］ IN 入力領域，入力文字長領域 入力装置から文字データを入力

［ラベル］ OUT 出力領域，出力文字長領域 出力装置へ文字データを出力
マクロ命令 ［ラベル］ RPUSH GRの内容をスタックに格納

［ラベル］ RPOP スタックの内容を GRに格納

機械語命令 ［ラベル］ (「1.2 命令」を参照）

2.3 アセンブラ命令

アセンプラ命令は，アセ ンプラの制御などを行う。

(1) |START I ［実行開始番地］

START命令は，プログラムの先頭を定義する。
実行開始番地は，そのプログラム内で定義されたラベルで指定する。指定がある場合は

その番地から，省略した場合は START命令の次の命令から，実行を開始する。

また，この命令につけられたラベルは，他のプログラムから入口名として参照できる。
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(2) | END | 
END命令は，プログラムの終わりを定義する。

(3) | DS I語数 I 
DS命令は，指定した語数の領域を確保する。

語数は， 10 進定数（~o) で指定する。語数を 0 とした場合，領域は確保しないが，ラ
ベルは有効である。

(4) | DC I定数[,定数］…

DC命令は，定数で指定したデータを（連続する）語に格納する。

定数には， 10進定数， 16進定数，文字定数，アドレス定数の 4種類がある。

定数の種類 書き方 命令の説明

10進定数
nで指定した 10進数値を，1語の 2進数データとして格納する。ただし， n

n 
が一32768~32767の範囲にないときは，その下位16ピットを格納する。

16進定数 #h 
hは4けたの 16進数 (16進数字は 0~9,A~F)とする。 hで指定した

16進数値を 1語の2進数データとして格納する (0000~ h ~ FFFF)。

文字列の文字数(>0)分の連続する領域を確保し，最初の文字は第 1語

の下位 8ビットに， 2番目の文字は第 2語の下位 8ビットに，…と順次文

文字定数 '文字列'字データとして格納する。各語の上位8ビットには0のピットが入る。

文字列には，間隔及び任意の図形文字を雹くことができる。ただし，アポ

ストロフィ(')は2個続けて書く。

アドレス定数 ラベル ラベルに対応するアドレスを 1語の2進数データとして格納する。

2.4 マクロ命令

マクロ命令は，あらかじめ定義された命令群とオペランドの情報によって，目的の機能
を果たす命令群を生成する（語数は不定）。

(1) | IN I入力領域入力文字長領域 I
IN命令は，あらかじめ割リ 当てた入力装置から， 1レコードの文字データを読み込む。
入力領域は， 256語長の作業域のラベルであリ，この領域の先頭から， 1文字を 1語に

対応させて順次入力される。レコードの区切リ符号（キーボード入力の復帰符号など）は，
格納しない。格納の形式は， DC命令の文字定数と同じである。入カデータが 256文字に
満たない場合，入力領域の残リの部分は実行前のデータを保持する。入カデータが 256文
字を超える場合，以降の文字は無視される。

入力文字長領域は， 1語長の領域のラベルであリ ，入力された文字の長さ（;?;0)が 2

進数で格納される。ファイルの終わり (endof file)を検出した場合は，ー1が格納される。
IN命令を実行すると， GRの内容は保存されるが， FRの内容は不定となる。

(2) |OUT I出力領域出力文字長領域 l
OUT命令は，あらかじめ割り当てた出力装置に，文字データを， 1レコードとして書き

出す。

出力領域は，出力しようとするデータが 1文字 1語で格納されている領域のラベルであ
る。格納の形式は，DC命令の文字定数と同じであるが，上位 8ビットは， OSが無視する
ので0でなくてもよい。

出力文字長領域は， 1語長の領域のラベルであリ ，出力しようとする文字の長さ（;?;O) 
を2進数で格納しておく。
OUT命令を実行すると， GRの内容は保存されるが， FRの内容は不定となる。
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(3) 四
RPUSH命令は， GRの内容を， GRl, GR2,..., GR7の順序でスタックに格納する。

(4) 匹
RPOP命令は，スタックの内容を順次取リ出し， GR7,GR6,…,GRlの順序で GRに格納

する。

2.5 機械語命令

機械語命令のオペランドは，次の形式で記述する。

r, rl, r2 GRは， 記号GR0~GR7で指定する。

X 指標レジスタとして用いる GRは，記号GRl~GR7で指定する。

adr アドレスは， 10進定数， 16進定数，アドレス定数又はリテラルで指定する。

リテラルは，一つの 10進定数， 16進定数又は文字定数の前に等号（＝）を付けて

記述する。 CASLIIは，等号の後の定数をオペランドとする DC命令を生成し，そ

のアドレスを adrの値とする。

2.6 その他
(1) アセンプラによって生成される命令語や領域の相対位置は，アセンプラ言語での記述
順序とする。ただし，リテラルから生成される DC命令は， END命令の直前にまとめて配

置される。
(2)生成された命令語，領域は，主記憶上で連続した領域を占める。

3. プログラム実行の手引

3. 1 OS 
プログラムの実行に関して，次の取決めがある。

(1) アセンプラは，未定義ラベル（オペランド欄に記述されたラベルのうち，そのプログ
ラム内で定義されていないラベル）を，他のプログラムの入口名 (START命令のラベ
ル）と解釈する。この場合，アセンプラはアドレスの決定を保留し，その決定を OSに任

せる。 OSは，実行に先立って他のプログラムの入口名との連係処理を行いアドレスを決

定する（プログラムの連係）。
(2)プログラムは， OSによって起動される。プログラムがロードされる主記憶の領域は不

定とするが，プログラム中のラベルに対応するアドレス値は， OSによって実アドレスに

補正されるものとする。
(3) プログラムの起動時に，OSはプログラム用に十分な容量のスタック領域を確保し，そ

の最後のアドレスに 1を加算した値を SPに設定する。
(4) OSは， CALL命令でプログラムに制御を渡す。プログラムを終了し OSに制御を戻

すときは， RET命令を使用する。
(5) IN命令に対応する入力装置，OUT命令に対応する出力装置の割当ては，プログラムの

実行に先立って利用者が行う。
(6) OSは，入出力装置や媒体による入出力手続の違いを吸収し，システムでの標準の形式
及び手続（異常処理を含む）で入出力を行う。したがって， IN, OUT命令では，入出力

装置の違いを意識する必要はない。

3.2 未定義事項
プログラムの実行等に関し，この仕様で定義しない事項は，処理系によるものとする。
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表計算ソフトの機能・用語（基本情報技術者試験用）

表計算ソフトの機能，用語などは，原則として次による。
け’̀

なお，ワークシートの保存，読出し，印刷，罫線作成やグラフ作成など，ここで示す以外の機能

などを使用するときには，問題文中に示す。

1. ワークシート

(l) 列と行とで構成される升目の作業領域をワークシートという。ワークシートの大きさは 256

列， 10,000行とする。

(2) ワークシートの列と行のそれぞれの位置は，列番号と行番号で表す。列番号は，最左端列の

列番号を Aとし， A,B,…,Z, AA, AB, • • ・, AZ, BA, BB, …,BZ, …,IU, IVと表す。

行番号は，最上端行の行番号を 1とし， 1，2,…,10000と表す。

(3) 複数のワークシートを利用することができる。このとき，各ワークシートには一意のワーク

シート名を付けて，他のワークシートと区別する。

2. セルとセル範囲

(1) ワークシートを構成する各升をセルという。その位置は列番号と行番号で表し，それをセル

番地という。

［例］列 A行 1にあるセルのセル番地は， Alと表す。

(2) ワークシート内のある長方形の領域に含まれる全てのセルの集まリを扱う場合，長方形の左

上端と右下端のセル番地及び‘‘:”を用いて，“左上端のセル番地：右下端のセル番地”と表す。

これを，セル範囲という。

［例］左上端のセル番地がAlで，右下端のセル番地がB3のセル範囲は， Al:B3と表す。

(3) 他のワークシートのセル番地又はセル範囲を指定する場合には，ワークシート名と ‘‘!”を

用い，それぞれ‘‘ワークシート名！セル番地’'又は“ワークシート名！セル範囲”と表す。

［例］ワークシー ト“シー ト1” のセルB5~GlOを，別のワークシートから指定する場合には，

シート1!B5:GlOと表す。

3. 値と式

(1) セルは値をもち，その値はセル番地によって参照できる。値には，数値， 文字列，論理値及

び空値がある。

(2) 文字列は一重引用符“'"で囲って表す。

［例］文字列 “A","BC’'は，それぞれ 'A','BC'と表す。

(3) 論理値の真をtrue,偽をfalseと表す。

(4) 空値をnullと表し，空値をもつセルを空白セルという。セルの初期状態は，空白セルとする。
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(5) セルには，式を入力することができる。セルは，式を評価した結果の値をもつ。

(6) 式は，定数，セル番地，演算子，括弧及び関数から構成される。定数は，数値，文字列，論

理値又は空値を表す表記とする。式中のセル番地は，その番地のセルの値を参照する。

(7) 式には，算術式，文字式及び論理式がある。評価の結果が数値となる式を算術式，文字列と

なる式を文字式，論理値となる式を論理式という。

(8) セルに式を入力すると，式は直ちに評価される。式が参照するセルの値が変化したときには，

直ちに，適切に再評価される。

4. 演算子

(1) 単項演算子は，正符号“+"及び負符号 ‘‘-’'とする。

(2) 算術演算子は，加算‘‘+'＇，減算“-'’ ，乗算‘‘*'’，除算“/’'及びべき乗“^’'とする。

(3) 比較演算子は，よリ大きい“>”，より小さい“<”，以上‘‘~",以下‘‘~",等しい‘‘="

及び等しくない“#’'とする。

(4) 括弧は丸括弧‘‘("及び“)”を使う。

(5) 式中に複数の演算及び括弧があるときの計算の順序は，次表の優先順位に従う。

演算の種類 演算子 優先順位

括弧 （） 高

べき乗演算 . 
単項演算 十一， 

乗除演算 ＊，／ 

＇ 加減演算 +, -

比較演算 ＞，＜，こ，三， ＝，＃ 低

5. セルの複写

(1) セルの値又は式を，他のセルに複写することができる。

(2) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，複写元

と複写先のセル番地の差を維持するように，式中のセル番地を変化させるセルの参照方法を相

対参照という。この場合，複写先のセルとの列番号の差及び行番号の差を，複写元のセルに入

力された式中の各セル番地に加算した式が，複写先のセルに入る。

［例］セルA6に式 Al+5が入力されているとき，このセルをセルB8に複写すると，セル B8

には式 B3+ 5が入る。

(3) セルを複写する場合で，複写元のセル中にセル番地を含む式が入力されているとき，そのセ

ル番地の列番号と行番号の両方又は片方を変化させないセルの参照方法を絶対参照という。絶

対参照を適用する列番号と行番号の両方又は片方の直前には“$”を付ける。

［例］ セル Blに式＄A$1+ $A2 + A$5が入力されているとき，このセルをセル C4に複写す
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ると，セル C4には式＄A$1+ $A5 + B$5が入る。

(4) セルを複写する場合で，複写元のセル中に，他のワークシートを参照する式が入力されてい

るとき，その参照するワークシートのワークシート名は複写先でも変わらない。

［例］ワークシート“シート2"のセル A6に式シートl!Alが入力されているとき，このセル

をワークシート“シート3"のセル B8に複写すると，セルB8には式シートl!B3が入

る。

6. 関数

式には次の表で定義する関数を利用することができる。

書式 解 説

合計（セル範囲 1l) 
セル範囲に含まれる数値の合計を返す。

［例］合計 (Al:B5)は，セルAl~B5に含まれる数値の合計を返す。

平均（セル範囲り） セル範囲に含まれる数値の平均を返す。

標本標準偏差（セ
セル範囲に含まれる数値を標本として計算した標準偏差を返す。

ル範囲'))

母標準偏差（セル
セル範囲に含まれる数値を母集団として計算した標準偏差を返す。

範囲内

最大（セル範囲 1)) セル範囲に含まれる数値の最大値を返す。

最小（セル範囲内 セル範囲に含まれる数値の最小値を返す。

IF（論理式，式1,
論理式の値がtrueのとき式 1の値を，falseのとき式2の値を返す。

［例］ IF(B3> A4,'北海道 ',C4)は，セルB3の値がセルA4の値より大きい
式2)

とき文字列“北海道’'を，それ以外のときセル C4の値を返す。

個数（セル範囲） セル範囲に含まれるセルのうち，空白セルでないセルの個数を返す。

セル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定された条件を満たすセ

ルの個数を返す。検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，セル範囲に

条件付個数（セル 含まれる各セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

範囲，検索条件の ［例1]条件付個数 (H5:L9,> Al)は，セルH5~L9のセルのうち，セルAl

記述） の値よリ大きな値をもつセルの個数を返す。

［例2]条件付個数 (H5:L9,='A4')は，セルH5~L9のセルのうち，文字列

"A4"をもつセルの個数を返す。

算術式の値以下で最大の整数を返す。

整数部（算術式） ［例1]整数部 (3.9)は， 3を返す。

［例2]整数部 (-3.9)は， ー4を返す。

算術式1の値を被除数，算術式2の値を除数として除算を行ったときの剰余を

剰余（算術式1，算
返す。関数“剰余”と‘‘整数部’'は，剰余 (x,y)= X - y *整数部 (x/ y)と

いう関係を満たす。
術式2)

［例l]剰余 (10,3)は， 1を返す。

［例2]剰余（ー10,3)は， 2を返す。

平方根（算術式）
算術式の値の非負の平方根を返す。算術式の値は，非負の数値でなければなら

ない。

論理積（論理式1, 論理式1，論理式2,…の値が全てtrueのとき， trueを返す。それ以外のときfalse

論理式2,… )2) を返す。

論理和（論理式l, 論理式1，論理式2,…の値のうち，少なくとも一つがtrueのとき，trueを返す。

論理式2,...)2) それ以外のときfalseを返す。

否定（論理式） 論理式の値がtrueのときfalseを，falseのとき trueを返す。

ー
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切上げ（算術式， 算術式の値を指定した桁位置で，関数“切上げ’'は切り上げた値を，関数“四捨

桁位置） 五入’'は四捨五入した値を，関数“切捨て’'は切り捨てた値を返す。ここで，桁

四捨五入（算術 位置は小数第 1位の桁を 0とし，右方向を正として数えたときの位慨とする。

式，桁位置） ［例1]切上げ(-314.059,2)は， ー314.06を返す。

切捨て（算術式， ［例2]切上げ(314.059,-2)は， 400を返す。

桁位置） ［例3]切上げ（314.059,0)は， 315を返す。

式1，式2,…のそれぞれの値を文字列として扱い，それらを引数の順につない

結合（式1，式2，…)2)
でできる一つの文字列を返す。

［例］結合（＇北海道','九州 ',123,456)は，文字列“北海道九州123456’'を返

す。

順位（算術式，セ セル範囲の中での算術式の値の順位を，順序の指定が0の場合は昇順で， 1の場

ル範囲'),l卿茅の指 合は降順で数えて，その順位を返す。ここで，セル範囲の中に同じ値がある場合，

定） それらを同順とし，次の順位は同順の個数だけ加算した順位とする。

乱数（） 0以上 1未満の一様乱数（実数値） を返す。

表引き（セル範囲， セル範囲の左上端から行と列をそれぞれ1,2,・・・と数え，セル範囲に含まれ

行の位置，列の位 る行の位置と列の位置で指定した場所にあるセルの値を返す。

置） ［例］表引き (A3:Hll,2,5)は，セルE4の値を返す。

セル範囲の左端列を上から下に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の行を探す。その行に対して，セル範囲の左端列から

列を L 2, ・・・と数え，セル範囲に含まれる列の位置で指定した列にあるセル

の値を返す。

垂直照合（式，セル ・検索の指定が0の場合の条件 ：式の値と一致する値を検索する。

範囲，列の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 左端列は上から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］垂直照合 (15,A2:El0,5,0)は，セル範囲の左端列をセルA2,A3,…, 

AlOと探す。このとき，セルA6で 15を最初に見つけたとすると，左端

列 Aから数えて 5列目の列 E中で，セル A6と同じ行にあるセル E6の

値を返す。

セル範囲の上端行を左から右に走査し，検索の指定によって指定される条件を

満たすセルが現れる最初の列を探す。その列に対して，セル範囲の上端行から

行を 1,2, …と数え，セル範囲に含まれる行の位置で指定した行にあるセル

の値を返す。

水平照合（式，セル ・検索の指定が0の場合の条件 ：式の値と一致する値を検索する。

範囲，行の位置，検 ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

索の指定） 上端行は左から順に昇順に整列されている必要がある。

［例］水平照合 (15,A2 : G6, 5, 1)は，セル範囲の上端行をセルA2,B2, …, 

G2と探す。このとき， 15以下の最大値をセルD2で最初に見つけたとす

ると，上端行 2から数えて 5行目の行 6中で，セル D2と同じ列にある

セルD6の値を返す。

1行又は 1列を対象とする同じ大きさの検索のセル範囲と抽出のセル範囲に

対して，検索のセル範囲を左端又は上端から走査し，式の値と一致する最初の

照合検索（式，検索 セルを探す。見つかったセルの検索のセル範囲の中での位置と，抽出のセル範

のセル範囲，抽出 囲の中での位置が同じセルの値を返す。

のセル範囲） ［例］照合検索（15,Al:A8,C6:C13)は，セルAl~A8をセルALA2, ・・・と

探す。このとき，セル A5で 15を最初に見つけたとすると，セル C6~

Cl3の上端から数えて 5番目のセルClOの値を返す。
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1行又は 1列を対象とするセル範囲に対して，セル範囲の左端又は上端から走

査し，検索の指定によって指定される条件を満たす最初のセルを探す。見つか

ったセルの位置を，セル範囲の左端又は上端から1,2,・・・と数えた値とし，

その値を返す。

・検索の指定が0の場合の条件：式の値と一致する値を検索する。

照合一致（式，セル ・検索の指定が 1の場合の条件：式の値以下の最大値を検索する。このとき，

範囲，検索の指定） セル範囲は左端又は上端から順に昇順に整列されている必要がある。

・検索の指定が一1の場合の条件 ：式の値以上の最小値を検索する。このとき，

セル範囲は左端又は上端から順に降順に整列されている必要がある。

［例］照合一致 (15,B2:Bl2, -1)は，セルB2~Bl2をセルB2,B3,…と探

す。このとき，15以上の最小値をセ）田9で最初に見つけたとすると，セ

ルB2から数えた値 8を返す。

行数及び列数が共に同じ検索のセル範囲と合計のセル範囲に対して，検索と合

計を行う。検索のセル範囲に含まれるセルのうち，検索条件の記述で指定され

る条件を満たすセルを全て探す。検索条件の記述を満たした各セルについての

左上端からの位醤と，合計のセル範囲中で同じ位謡にある各セルの値を合計し

て返す。

検索条件の記述は比較演算子と式の組で記述し，検索のセル範囲に含まれる各

条件付合計（検索
セルと式の値を，指定した比較演算子によって評価する。

［例1]条件付合計 (Al:B8,> El,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
のセル範囲 ，検索

~B8のうち，セルElの値よリ大きな値をもつ全てのセルを探す。この
条件の記述，合計

とき，セル A2,B4, B7が見つかったとすると，合計のセル範囲である
のセル範囲1l) 

セル C2~D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,D5, D8の値

を合計して返す。

［例2]条件付合計 (Al:B8,= 160,C2:D9)は，検索のセル範囲であるセルAl
~B8のうち， 160と一致する値をもつ全てのセルを探す。このとき，セ

ル泣，B4,B7が見つかったとすると，合計のセル範囲であるセル C2~
D9の左上端からの位置が同じであるセル C3,D5, D8の値を合計して

返す。

注り引数として渡したセル範囲の中で，数値以外の値は処理の対象としない。

2) 引数として渡すことができる式の個数は， 1以上である。

7. マクロ

(1) ワークシー トとマクロ

ワークシートには複数のマクロを格納することができる。

マクロは一意のマクロ名を付けて宣言する。マクロの実行は，表計算ソフトのマクロの実行

機能を使って行う。

［例］ 0マクロ：Pro

例は，マクロ Proの宣言である。

(2) 変数とセル変数

変数の型には，数値型，文字列型及び論理型があリ，変数は宣言することで使用できる。変

数名にセル番地を使用することはできない。

［例］ 0数値型： row,col 

例は，数値型の変数 row,colの宣言である。

セルを変数として使用でき，これをセル変数という。セル変数は，宣言せずに使用できる。
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セル変数の表現方法には，絶対表現と相対表現とがある。

セル変数の絶対表現は，セル番地で表す。

セル変数の相対表現は，次の書式で表す。

書式 解 説

贋儡言悶;:I団こ疇詈冨9:：7：；；言：：：：：：で言
［例1]相対(B5,2, 3)は，セル E7を表す変数である。

［例2]相対(B5,-2, -1)は，セルA3を表す変数である。

(3) 配列

数値型，文字列型又は論理型の配列は宣言することで使用できる。添字を “["及び‘‘]”で

囲み，添字が複数ある場合はコンマで区切る。添字は 0から始まる。

なお，数値型及び文字列型の変数及び配列の要素には，空値を格納することができる。

［例］ 0文字列型： table[100,200] 

例は， 100 X 200個の文字列型の要素をもつ 2次元配列 tableの宣言である。

(4) 宣言，注釈及び処理

宣言，注釈及び処理の記述は，‘‘共通に使用される擬似言語の記述形式”の〔宣言，注釈及び

処理〕に従う。

処理の記述中に式又は関数を使用する場合，その記述中に変数，セル変数又は配列の要素が

使用できる。

［例］ 0数値型：row 

I r・ニ（Er：□＇）1←垂直照合（相対（E1,row, 0), A1 :B10, 2, 0) * 10 

例は，セル El, E2,…,E5の各値に対して，セルAl~AlOの中で同じ値をもつセル

が現れる最初の行を探し，見つけた行の列 Bのセルの値を10倍し，セルFl.F2,…,F5の

順に代入する。
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〔メモ用紙〕

ー
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〔メモ用紙〕
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6. 退室可能時間に途中で退室する場合には，手を挙げて監督員に合図し，答案用紙が

回収されてから静かに退室してください。

I 退室可能時間 | 13:40~ 15:20 | 
7. 問題に関する質問にはお答えできません。 文意どおり解釈してください。

8. 問題冊子の余白などは，適宜利用して構いません。ただし，問題冊子を切り離して

利用することはできません。

9. Javaプログラムで使用する APIの説明，アセンプラ言語の仕様及び表計算ソフト

の機能 ・用語は，この冊子の末尾を参照してください。

10. 試験時間中，机上に置けるものは，次のものに限ります。

なお，会場での貸出しは行っていません。

受験票，黒鉛筆及びシャープペンシル (B又はHB),鉛筆削リ ，消しゴム，定規，

時計（時計型ウェアラブル端末は除く。アラームなど時計以外の機能は使用不可），

ハンカチ，ポケットティッシュ，目薬

これら以外は机上に置けません。使用もできません。

11. 試験終了後，この問題冊子は持ち帰ることができます。

12.答案用紙は，いかなる場合でも提出してください。回収時に提出しない場合は，採

点されません。

13.試験時間中にトイレヘ行きたくなったリ，気分が悪くなったリした場合は，手を挙

げて監督員に合図してください。

試験問題に記載されている会社名又は製品名は，それぞれ各社又は各組織の商標又は登録商標です。

なお，試験問題では， TM及びRを明記していません。

＇ 
c2017 独立行政法人情報処理推進機構
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